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巻頭図版 2

白磁水注



本書は、広域基幹河川改修事業 (園瀬川)で平成14・ 15年度に実施された徳島市寺山遺跡の埋蔵文化

財発掘調査の成果をまとめたものです。

本遺跡は、徳島市人万町寺山に所在し、園瀬川右岸の標高約4.5mの沖積地上に位置しており、本遺

跡の西に位置する独立丘陵の寺山には、平安時代創建の金剛光寺が所在していたといわれ (『八万村史』

1935)て いる地域です。

調査の結果、古代寺院の存在を直接的に示す遺構・遺物は確認できませんでしたが、集落が金剛光寺

のあったとされる寺山を中心に大きく発展していた様子がうかがえました。なかでも中世 (鎌倉～室町)

の遺構面では、一括大量出土銭 (埋納銭)が確認され、注目を集めました。約3,700枚に及ぶ銭貨の埋

納状態を詳細に記録することができました。この大量出土銭は、本県では発掘調査時に確認され、現地

において詳細な調査成果を得た初例となりました。出土状態の剥ぎ取りも実施し、レプリカを作製する

ことができました。

また古墳時代の竪穴住居跡が多数出土し、当該期の集落が展開していたことが確認されました。眉山、

園瀬川を挟んだ対岸に位置する向寺山あるいは気延山など、園瀬川 。鮎喰川流域に接した尾根上には多

数の古墳群が築造されており、それら古墳群を築造した集団との関係が注目されます。本書が調査研究

の資料として活用され、文化財保護の一助となれば幸いです。

なお、発掘調査 。報告書の作成にあたり、関係諸機関ならびに地元の皆様に多大の御援助、御協力を

頂き、さらに関係各位には貴重な御指導・御教示を賜りました。ここに厚く御礼申し上げると共に、今

後も当センターの事業について一層御支援下さるようお願い申し上げます。

平成20年 3月

財団法人 徳島県埋蔵文化財センター
理事長  佐 藤    勉



例

1,本書は平成14年度 (2002年度)～平成15年度 (2003年度)に実施された広域基幹河川改修事業 (園

瀬川)関連の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2.本書には、寺山遺跡の調査成果を収録した。

3.発掘調査は、徳島県土木事務所河川砂防課から徳島県教育委員会が委託され、徳島県教育委員会か

らの再委託により、財団法人 徳島県埋蔵文化財センターが実施した。

4.発掘調査および報告書の作成についての実施期間は次の通りである。

発掘調査

平成14(2002)年度

調査期間 平成14年 4月 1日 ～平成15年 3月 31日

調査面積 10,128♂ (廷べ調査面積 23,631ぽ )

平成15(2003)年度

調査期間 平成15年 4月 1日 ～平成15年 8月 31日

調査面積 3,972『 (延べ調査面積 8,800♂ )

整理業務・報告書作成

平成16年 4月 1日 ～平成20年 3月 31日

5.挿図番号・表番号・写真図版番号は原則的に通し番号とした。ただし、遺物番号については図幅ご

とに独立して番号を記し、観察表等の表記は123-1(第 123図の 1)と した。また、出土遺物等の観

察表については文末に記載した。観察表中の含有物組成は、石 (石英)。 長 (長石)・ 雲 (雲母)・

赤 (赤色班粒)で略した。

6.第 4図 調査地と周辺の遺跡 (1/50,000)に用いた地形図は、国土交通省国土地理院発行の 1/

50,000「徳島」「ナ|1島」の地形図を転載した。

7.遺構の表示は財団法人 徳島県埋蔵文化財センターが定める略記号を用いた。また Eで はじまる

遺構略記号 (EK・ V等 )は遺構内遺構を表す。

凡例

SA掘立柱建物跡  SB竪穴住居跡  SC銅製品埋納遺構  SD溝 。段状遺構  SG畦 畔

SH炉跡  SI水田・畑  SK土 坑 (壊) SL池 ・池状遺構  SM古 墳  SP柱穴・小穴

SR自然流路  ST墓 (無墳丘墓)  SX 性格不明遺構

8.遺構番号および調査区グリッド配置等は整理作業の混乱を避けるため、原則的に調査時の所見を基

に使用した。また 6区 とした調査区出土遺構についても上記の理由により、調査時の所見を基に使用

した。

9.方位は国土座標第Ⅳ系の北、高さは東京湾標準潮位 (ToP.)を 表す。

10。 本書で用いた土層および土器の色調は、小山正忠・竹原秀夫 編 F新版 標準土色帳』日本色研事

口



業株式会社 1967年 (第 1版発行)に よる。

11.発掘調査・報告書作成に際しては、次の方々の御指導・御協力を得た。 (順不同・敬称略)

徳島県教育委員会・徳島県文化財保護審議委員会・徳島県土木事務所河川砂防課・京都科学株式会社・

高妻洋成・佐藤昌憲

12。 本書の執筆は次の通りである。

I～ Ⅲ 原 芳伸  I― (1)辻 佳伸  Ⅱ 安倍崇志
各章の構成はそれぞれの執筆者が担当した。Ⅲ-3の科学分析の成果報告は各委託業者が執筆した。
13,本書に収録した写真は、調査状況は各調査担当者、遺物写真は原 芳伸が撮影した。また航空写真
は株式会社 航空撮影センター撮影のものを用いた。
14.本書で遺跡名は平成14年 4月 段階の当該事業に係る埋蔵文化財包蔵地の取り扱い名称に拠る。

15。 全体の構成・編集は原が行った。

16。 本書に収録した遺物および図面 。写真などの記録の一切は、徳島県板野郡板野町大伏字平山86番

2に所在する徳島県立坦蔵文化財総合センターに保管されている。
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I 調査と整理にいたる経緯





広域基幹河川改修事業 (園瀬川)の調査に至る経緯

園瀬川は、四国山地の東端に位置する旭ヶ九の北麓に源を発して、名東郡佐那河内村を貫流し、音羽

川・谷内川・根郷川・嵯峨川等の支川を合わせ、徳島市内で新町川と合流する流路延長25.5km、 流域面

積67k置の一級河川である。

園瀬川の河川改修事業は、昭和21年 より進められてきたが、近年、市南部の市街化に伴い、下流域無

堤地区で浸水被害が度重なってきたこと、また、当地域の右岸側に徳島南環状道路の建設が計画された

ことなどにより、平成15年度に国の「緊急対策特定区間」の選定を受け、平成19年度までの5ケ 年間で

橋北、法花谷、寺山の無堤地区において築堤・護岸・樋門等の整備事業が実施されることとなった。

当事業に係る埋蔵文化財の取り扱いについては、平成13年度に徳島県県土整備部河川課から文化財課

に対し協議があった。当事業区間の内、寺山地区については、「全国遺跡地図36徳島県」で金剛光寺跡

として登載されており、 (現「徳島県遺跡地図」201-416寺 山遺跡)近傍からは、奈良時代の古瓦が採

集されている。金剛光寺は、京都市峰定寺所蔵の梵鐘に永仁 4(1296)年 の寺名及び願主の記銘があり、

戦国時代末期に土佐の長宗我部氏の阿波侵攻に伴い焼失し、廃寺になったと伝えられる。

文化財課は、寺山地区については、工事区間内に金剛光寺に関係する遣跡が存在する可能性があると

して、工事着手前に埋蔵文化財の有無確認のための試掘調査を実施し、埋蔵文化野が確認された場合は、

その取 り扱いについて、改めて協議を持つこと等の方針を示した。

試掘調査は、平成13年 11月 に12,750♂ を対象として文化財課が実施した。その結果、工事区間の内、

約300mの間で古代から中世に至る柱穴・溝・土坑等が農好な状態で遺存することが明らかとなった。

試掘調査の結果をうけ、文化財課と河川課は再度協議を持ち、築堤工事により埋蔵文化財が影響を受け

ると考えられる14,100ド について、工事着手前に発掘調査を実施し、遺跡の記録保存をはかることで合

意した。

発掘調査は、徳島県が財団法人徳島県坦蔵文化財センターに委託 し、平成14年度に10,128ぽ (延ベ

23,631r)、 15年度に3,972ド (廷べ8,800ポ )、 計 2カ 年にわたり実施した。
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第 1図 寺山遺跡の位置

2 広域基幹河川改修事業 (園瀬川)の調査と整理の経過

(1)寺山遺跡における整理の経過

平成14・ 15年度にかけて着手した広域基幹河川改修事業に伴う埋蔵文化財発掘調査は、平成15年度に

当該事業の堤防路線に係る調査対象地点の発掘調査を完了した。当該事業は、古代寺院の金岡J光寺が所

在していたとされる地域にあたり、その存在を示す成果が期待された。調査の結果、寺の存在を直接的

に示す遺構・遺物は確認できなかったが、集落が金剛光寺のあったとされる寺山を中心に大きく発展し

ていた様子をうかがう事ができた、特に中世 (鎌倉～室町)の遺構面では、一括大量出土銭 (埋納銭 :

約3,700枚)が確認され、注目を集めた。

また古墳時代の竪穴住居跡が多数出上し、当該期の集落が展開していたことも確認された。眉山、園

瀬川を挟んだ対岸に位置する向寺山あるいは気延山など、園瀬川・鮎喰川流域に接した尾根上には多数

の古墳群が築造されており、それら古墳群を築造した集団との関係が注目される。

広域基幹河川改修 (園瀬川)事業に伴う坦蔵文化財発掘調査の本報告書作成整理業務は、平成14年度

に開始された。整理作業期間は平成16年度から平成19年度の 4年間とし、平成20年度に刊行の計画で実
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施された。整理業務に際して、遺物コンテナ1箱 170点換算で、 1班 (研究員1名、整理作業員5名

※H.17よ り研究員1名、整理作業員4名)が年間140箱の遺物コンテナに係る整理作業を完結させると

の作業歩掛に基づき、試掘|。 本掘が実施された寺山遺跡の整理作業を開始した。報告書作成にあたって

は、1冊の報告書として刊行する計画を策定した。なお、整理作業の中には、試掘調査も含むこととし

た。

作業の対
―
象は、平成14・ 15年度にかけて着手した広1域基幹河川改修事業に伴う埋蔵文化財発掘調査の

資料である。まず、遺物コンテナ70箱を平成16年度の後半分として1班体制で実1施した。引き続き、平

成17年度には遺物コンテナ560箱の整理作業を4班体制で実施した。平1成 18・ 19年度は.2班体制で、遺

物コンテナ各 2々80箱の整理作業を実施し、整理業務を完了した。

整理作業は、出土遺物の洗浄 ,注記 ,接合・復元の工程を通じて実測遺物の抽出、実測を実施した。

遺物実測図は製図ペンによる浄書をし、挿図図版を作成、同様に各遺構や土層などの図面も浄書
。図版―

化を行った。土器・石器・鉄器などの一部については写真撮影を行い、遺構などの写真とともに写真図

版として構成した.。 実測図作成と併行して遺物観察表項目の整備を行つた。以上の内容をもとに本文の

作成を行い、自然科学分野などの分析委託成果を併せて編集を行い、報告書としての体裁を整えた。

業務の体制

平成14年より6年 4カ 月間の歳月を要した本事業の総量は以下の|とおりである。

発掘調査所用期間1年 4ヵ 月、報告書作成所用期間4年、発掘調査担当職員 6人、報告書作成担当職

員10人、出土箱数1,160箱、出土遺物総点n48,0000点、整理作業員廷べ4,800人。

調査組織及び整理体制は以下のとおりである。

調査組織 |

所    長

事 務 局 長

総 務 課 長

総 務 係 長

技     師
調 査 課 長

調 査 係 長

調査第一係長

本浄 敏之

村山 一行
西村 和博
多田 升二
山本 高史
一宮 一郎
福本紀美子

新居 謙輔
鈴木 智栄
川口 治代
野田登記子

原田 彼夫
菅原 康夫
新居 文和
富本 .輝仁

(平成13～ 15年度)

(平成18年度)

(平成14・ 15年度)

(平成-19年度)

(平成14・ 15年度)

(平成18,19年度)

(平成12～-14年度)

(平成17～ 19年度)

(平成望～16年度)

(平成16・ 17年度)

(平成19年度)

(平成13～ 15年度)

(平成10～14年度)

(平成14年度)

(平成15年度)

浦上 純二
伊川 政文
河野 幸一

古田 哲郎

坂尾 俊一

布川 純子
浦川 明美

(平成16・ 17年度)

(平成19年度)

(平成16～ 18年度)

(平成16・ 17年度)

(平成15。 10年度)

(平成14・ 15年度)

(平成18。 19年度)

事
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む

調査第二係長  藤川 智之 (平成15。 16年度)

調査担当

平成 14年度  井藤 良雄     宮本  格    森江 孝志     原  芳伸
平成 15年度  前田 綾博     藤川 智之     篠原久仁子     林  賢彦

整理体制

整理普及課長  島巡 賢二 (平成10～ 15年度)
事業第二課長  島巡 賢二 (平成16～ 19年度)
整 理 係 長  貞野 雅巳 (平成16年度)    豊田大之介 (17～ 19年度)
事業第一係長  濱   徹 (平成16～ 18年度) 藤川 智之 (平成19年度)
事業第二係長  氏家 敏之 (平成19年 )

報告書作成業務

久録脇美朗・棚次美和子 (平成16年度)

濱   徹・安倍 崇志・宮本 卓純・原  芳伸 (平成17年度)
濱   徹 。原  芳伸 (平成18年度) 藤川 智之 。原  芳伸 (平成19年度 )

3 寺山遺跡における調査の経過

(1)調 査 の経 過 (I―第 2図 。第 3図およびⅡ―第 1図 )

調査区の設定

平成14年度の調査開始に際し、調査の進行に合わせて調査区東より1～ 5区にほぼ等分割して、便宜

上の呼称を与え、発掘調査を実施した。実際には調査区が田畑の筆にように明確に区分されるものでは

なく、調査範囲が長大なものとなるための措置である。遺構番号については、遺構面ごとに通し番号を

与えた。

平成15年度の調査では、昨年度からの継続となる範囲 (4区の一部と5区の全域に相当)に加えて、
これら調査区の南西の隣接地を調査区として追加し、これを6区 とした。 6区 に関しては、遺構面の呼

称・遺構番号の振 り替えが困難なため、'03年度 6区で独立した形をとった。整理作業においてもそれを

踏襲した。

平成14・ 15年度の調査区では、主として以下の 5時期の遺構面を確認している。

第 1遺構面 (鎌倉時代後半～室町時代 :13世紀後半～14世紀前半頃)

第 2遺構面 (鎌倉時代 :13世紀前半)

第 3遺構面 (平安時代 :9世紀～10世紀)

第 4遺構面 (古墳時代後期 :6世紀末～ 7世紀前半)

第 5遺構面 (弥生時代後期～古墳時代前期 :2世紀～4世紀)
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4区および 5区では、平成14年度に第 3遺構面までの作業を完了しているため、平成15年度では、第

4遺構面より下位を発掘対象とした。 6区では、最も上位の層からを対象としたが、作業工程を考慮し

て第 2遺構面より下位を対象とし、調査を実施した。

(2)発掘調査の方法

グリッドの設定 (第 2図 )

調査を始めるにあたり、方格の 5mメ ッシュを 1グ リッドとして調査対象地を包み込む形で設定し

た。

グリッドの設定に際しては、第Ⅳ系国土座標を基準とした。設定方法としては、一辺 5m四方を一単

位 (グ リッド)と して面的に管理し、調査対象地を包むものである。南西隅を基準として、北に A・ B・

C… と英字アルファベットを、東へ 1・ 2・ 3… とアラビア数字の記号を配し、その組み合わせで A―

1、 A-2、 B-1、 B-2… として、各グリッド名を表すこととした。遺構記号・番号は検出時に順
次決定した。

(3)寺山遺跡調査日誌抄

2002年 (平成14年度)

4月 1日 調査準備。現状確認。
4月 17日 試掘 (4区・ 5区 )。
4月 22日 機械掘削。
5月 2日  機械掘削。入力掘削。
5月 9日  機械掘削。側溝掘削。人力掘削。
5月 21日  機械掘削。人力掘削。写真撮影。 1/

100平面図平板実測。

5月 23日  入力掘削。 1/100配置図作成。 1/20

断面図・平面図作成。遺構半裁、完掘

写真撮影。機械掘削。

5月 30日  人力掘削。遣構検出。遺構出土状況写
真撮影。機械掘削。

7月 22日  3区遺構掘削。平面図作成。

京都科学埋納銭型取り。

7月 29日  3区遺構掘削。埋納銭取り上
'デ

。

8月 20日  4・ 5区遺構掘削。遺構検出状況写真

撮影。遺構配置図作成。

9月 24日  4・ 5区遺構掘削。SX1040滑石製品。

10月 4日 人力掘削 (空撮のための精査 )。
10月 10日  3・ 4・ 5区第 1遺構面空撮。人力掘

削 (1・ 2区空撮のための精査 )。 現

場説明会のためのプレス。

10月 11日 スカイマスター空撮 (第 1遺構面 3・
4・ 5区 )。 人力掘削 (1・ 2区空撮

のための精査 )。

滑石製温石 (表面に線刻)出土。    10月 13日  出土銭の現場説明会。
6月 3日 入力掘削。機械掘削。          10月 15日 スカイマスター空撮。人力掘削

空撮打ち合わせ。                (空 撮のための精査 )。

6月 4日  人力掘削。遺構検出状況写真撮影。   10月 22日  人力掘削。スラグ出土。
1/100遺構配置図作成。機械掘削。    11月 6日  5区第 2遺構面遺構掘削。

6月 19日  人力掘削。機械掘削。朱銭等、多量出       5区 第 2遺構面遺構検出写真撮影。

土 (埋納銭)。 砥石、瓦出土。      11月 11日  3・ 4・ 5区第 2遺構面遺構掘削。
7月 4日  1。 2区遺構掘削。銅製品出土。    12月 27日  3区第 2遺構面遺構掘削。
7月 20日  SC1001(埋納銭遺構)実測作業。         仕事納め式。

型取 りのためのクリーニング。
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2003年

1月 6日 仕事始め式。 3区 第 2遺構面遺構掘

削 。

1月 11日  3区第 2遺構面遺構掘削。
スカイマスター空撮 (4・ 5区 )。

1月 15日  3・ 5区第 2遺構面遺構掘削。

1月 20日  3・ 4・ 5区第 2遺構面遺構掘削。

2月 1日  3・ 4・ 5区空撮。

2月 17日  3・ 4・ 5区第 3遺構面遺構掘削。

2月 21日  スカイマスター空撮 (4・ 5区 )。 3区

第 3遺構面遺構掘削。

3月 6日  5区遺構検出。

3月 12日 空撮。遺物取り上げ。

3月 31日 整理作業。

2003年 (平成15年度)

4月 1日 事務引継ぎ。
4月 2日  6区遺構掘削。完掘写真撮影。

4月 15日  SB遺構内掘削。SR5001掘削。

4月 21日  SB・ SP'SX遺 構 内掘 削。SR5001掘

掘削。

5月 29日  5区機械掘削。6区遺構掘削。(半掘・

`   冠掘 )

削。機械掘削 (6区 )。

6区空撮前準備。

スカイマスター空撮。

5区 SB掘削。 6区遺構掘削。

上八万小学校約80名見学。

5区 SB oSK掘 削。 6区遺構掘削。

5区 SB竃 確認。EP掘 削。 6区 遺構

5区遺構掘削。 6区完掘。

5区完掘。 6区完掘写真撮影。

現地説明会。

スカイマスター空撮。

5区流路 SR5001-E掘削。SB遺構

5区遺構掘削。 6区平面図作成。

引越し。

遺物洗浄 (木製品)。 遺物実測図 (1/

10)作成。

図面・写真整理。現場撤収。

5月 6日

5月 9日

5月 13日

5月 16日

5月 19日

5月 20日

6月 3日

6月 10日

6月 14日

6月 22日

6月 26日

7月 3日

7月 25日

7月 28日

7月 31日

幹蒻　密‐イ・¢，一

調査風景 (調査区西端より)
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Ⅱ 調査地点の立地と環境





地理的環境 (第 1・ 3図 )

徳島県は四国東部に位置する。面積は4,144.23kmで 、全面積の約80%を 山地が占め、平野は約20%で

ある。平野部は吉野川、勝浦川、那賀川、海部川などの河川の流域に開けている。

徳島県を東西に流れる吉野川は江戸期に設けられた第十堰によつて現在の流れになり、本来の吉野川

本流であつた旧吉野川は板野郡上板町上六条で大きく北流し、阿讃山麓裾を蛇行しながら紀伊水道に注

いでヤヽる。

寺山遺跡は、園瀬川右岸の標高約4.5mの沖積地上に位置している。園瀬川は、剣山地東部の旭ケ九

に発して、名東郡佐那河内村の山間部を流れ進んだ後、新町川に合流し、紀伊水道に注ぐ延長12.2kmの

1可川である。園瀬の名はかつてあった、平安時代創建とされる金岡I光寺の園中に川の水が引き込まれた

ことに由来するのではないかといわれている。

(1)遺跡の位置 (第 3図 )

寺山遺跡は、徳島市八万町に所在し、園瀬川右岸の標高約4.5mの沖積地上に位置している。現在、

調査区の北にある園瀬川は、過去において流路の変遷があつたとされる。現在は、遺跡の北方を東西に

流れているが、この流路は、蜂須賀家政の阿波入国以降とされる (『阿波志』)。 この付け替えより以前

は、寺山の南部を流れていたことが、耕作地の地割などから推定できる。江戸時代までは調査区南の冷

田川を流れていたが、藩政期に灌漑用に掘られた法華川 (現園瀬川)に流路を変更したといわれている。

従って調査区の南は古園瀬川 (冷田川)の旧河道であり、調査区は現園瀬川と古園瀬川 (冷田川)に挟

まれた自然堤防の微高地に位置している。

2 歴史的環境 悌4図 )
寺山遺跡の西には、地名の由来になっている「寺山」がある。寺山は標高44mの小高い山であり、地

蔵院から南南東に延びる山地の南端にあたる。園瀬川がこの山地の鞍部を横切つて流れ、寺山は山地か

ら切り離されて残った独立丘陵状の地形を呈するものである。

現在、調査区の北を東西に流れている園瀬川は、蜂須賀家政の阿波入国以降に流路の変遷があつたとさ

れている (『阿波志』)。 この付け替えより以前は、寺山の南側を流れていたことが耕作地の地割などか

ら推定できる。つまり江戸時代までは調査区南の冷田川を流れていたが、藩政期に灌漑用に掘られた法

華川 (現園瀬川)に流路を変更したと考えられている。従って調査区の南は、古園瀬川 (冷田川)の旧

河道であり、調査区は現園瀬川と古園瀬川 (冷田川)に挟まれた自然堤防の微高地に位置していること

になる。

調査地点の西に位置する独立丘陵の寺山には、平安時代創建の金剛光寺が所在したといわれ (『人万

村史』1985)、 奈良時代の複弁八葉蓮華文軒九瓦 (個人蔵)が採集されている。調査地周辺の「塔の下」

「仁王田」などの田名は、金岡1光寺に由来するものであろう。しかし、平安時代初期の創建とも伝えら

れている金剛光寺に関しての文献は残つておらず、伝承地名である「塔の下」「仁王田 (門 )」 などの田

名が残つているだけであり、その詳細は明らかではなく、伽藍の配置等も伝承地名のみが根拠となって

いる。京都市左京区花脊の峰定寺所蔵の梵鐘 (現存する阿波国の文字がみえる最古の鐘)には、
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第 3図 調査地点位置図 (S=1/4,000)
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「阿波囲以西郡人万金剛光寺鐘

願主三部阿閣梨耶実秀

永仁四年歳次丙申十月五日

大工内蔵範頼」

の銘がみえ、鎌倉期の永仁四年 (1296)に 寺の存在は確認される。戦国期に長宗我部元親が阿波に侵攻

した際、消失し廃寺になったといわれているが、この間の経緯についても詳細は不明である。

同地には現在、結晶片岩を組み合わせた階段や正徳元年 (17■ )銘の石造物などが残 り、金岡↓光寺の

後進となる金剛庵の名残をとどめてはいるが、金剛庵は昭和34年 (1959)に火災に通い、消失している。

現在では荒廃した状態である。

調査地点には古称として川沿い全体に「屋敷筋」の名称が残り、さらに調査区西より「上屋敷」。「中

屋敷」。「下屋敷」の地名が残る。文化年間 (1804～ 1817)の絵図 (『下八万村分間絵図』)では、園瀬川

が現在と同じ位置に描かれ、調査地周辺は田畑として表現されている。調査地には「塔の下」「仁王田

(F])」 などの田名が残り、「仁王門」あるいは「屋敷筋」といった地名は、中世から継承されている可

能性が高い。

また寺山遺跡周辺には数多くの重要な遺跡の存在が知られている。周辺の主な遺跡としては、向寺山

遺跡・向寺山古墳・樋口古墳などがある。弥生時代 。古墳時代頃の遺跡が多く知られている。近年の発

掘調査においても、樋口遺跡など奈良時代以降の重要な遺跡の存在が確認されるようになってきてい

る。以下、周辺の遺跡を時代別に述べていくことにする。

旧石器時代

吉野川下流域の平野部全体を通して、この時代の遺跡はほとんど知られていない。鮎喰川右岸扇状地

の名東遣跡においてサヌカイト製の国府型ナイフ形石器が 1点出土しているにとどまっている。

縄文時代

縄文時代の遺跡は後期以前に属するものは少なく、前期としては吉野川下流域平野部の石井城ノ内遣

跡で出上した狭状耳飾が形態的な特徴から縄文前期の可能性があるぐらいで、草創期、中期のものは知

られていない。

後期に属する遺跡は、近世に徳島城の所在した地にある城山貝塚と鮎喰川左岸扇状地の矢野遺跡が確

認されている。矢野遺跡で竪穴住居とされるものは 1軒であると推定されるが、同様の規模をもち、内

部に焼土のある遺構が数十基あり、住居跡と見られるが、現状では根拠に乏しく、竪穴状遺構であると

想定される。また、日本でも最西端で最古級という希少な土面なども出上している。

縄文晩期の遺跡としては、名東遺跡、庄遺跡、三谷遺跡、矢野遺跡が存在している。三谷遺跡は縄文

晩期から弥生時代前期にかけての貝塚が検出されており、埋葬されたイヌが確認され、縄文から弥生へ

の変遷過程を考察する上で貴重な資料になっている。

弥生時代

鮎喰川扇状地には集落遺跡が密集している。前期では庄遺跡、南庄遺跡、鮨喰遺跡、矢野遺跡がある。
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庄遺跡では、広範囲での土木事業が行われたことを示す大規模な湛漑用水路が検出されている。

中期には、遺跡形成の範囲は拡がり、遺構・遺物が前期よりも多く検出された。名東遣跡においては

偏平紐六区袈裟欅文銅鐸が出土している。

後期には集落域や集落数の増減が見られる。矢野遺跡でも銅鐸が出上し、銅鐸埋納坑が住居の密集部

の中心部に位置することや埋納方法や柱穴を伴うことなどが判明して、貴重な成果をあげることになっ

た。

古墳時代

前期の古墳として、眉山南麓の勢見山古墳や巽山古墳、気延山一帯の宮谷古墳、奥谷 1号墳、奥谷 2

号墳などがある。宮谷古墳は墳丘長36mの前方後円墳であり、後円部に竪穴式石室が築かれている。三

角縁神獣鏡が 3面出土したが、いずれも主体部以外から確認された。

中期は眉山南麓の恵解山古墳群、気延山一帯の尼寺古墳群、内谷古墳群などが知られている。箱式石

棺を採用し、二棺併置をおこなっている恵解山古墳群から出上した副葬遺物には、櫛、琴柱形石製品、

衝角付冑などがある。

後期には、眉山南西部の向寺山古墳や樋口古墳群、気廷山一帯のひびき岩古墳群や巨石を用いた横穴

式石室をもつ円墳の矢野古墳などがある。

一方、この地域の集落の状況は不明な部分が多い。しかし近年の調査で中期以降の集落の一端が見つ

かった。鮎喰川左岸扇状地の敷地遺跡で、5世紀末と6世紀末～7世紀前半の二時期の遺構が確認され、

今後の調査の進展が注目される。

古 代
鮎喰川左岸扇状地の観音寺遺跡から出上した木簡などによって、阿波国府の所在は四国霊場一六番札

所観音寺附近にほぼ確定してきている。その国府推定地から約1.5km南東に国分寺、国分寺から約1.2km

北西に国分尼寺が所在する。国分寺や国分尼寺以外にも石井廃寺などの寺院跡や観音寺周辺から古代の

瓦が採集されている。これらの瓦は、国分寺の瓦窯のほかに常楽寺瓦窯や内御田瓦窯、瓦谷瓦窯などで

生産され、国分寺など周辺寺院に供給されていたと考えられている。

また敷地遺跡では国司館跡と考えられる掘立柱建物跡などが検出された。そして池尻・桜間遺跡、延

命遺跡、敷地遺跡で見つかつた水田面遺構の広がりなどから、国府造営と前後して水田地としての開発

も行われたことが分かつてきている。

中 世
鮎喰川右岸扇状地の中島田遺跡で確認される遺物の大半は土師質土器であるが、輸入磁器などを含む

中世土器や陶磁器が出上している。そして寺山遺跡の対面、南西方に立地している広田遺跡からも陶磁

器などが確認された。これらのことから、当時の交通や流通は発展していたと考えられている。

また観音寺遺跡では掘立柱建物や土壊墓が確認されたが狭い範囲にとどまった。敷地遺跡では排水機

能を有する溝状遺構や水田面の遺構が検出され、古代に拡大した水田域がさらに中世の段階になると整

備が進んだものとみられる。

鮎喰川右岸扇状地の山塊には守護小笠原氏が築いた阿波 9城の一つに数えられる一宮城跡が所在す
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る。その後一宮氏・細川氏 。三好氏・長宗我部氏・蜂須賀氏と居城し、蜂須賀家政が徳島城下に移った

後に廃城となった。

近 世

眉山南麓の地には竹林院、廷生軒、養老軒などの別荘が建てられていた。竹林院は江戸時代の延宝 2

年 (1674)に 蜂須賀家四代綱通が僧鉄崖に贈ったとされる寺であった。別荘延生軒は蜂須賀家 5代綱矩

の治世に、家老長谷川伊豆貞長によって、名東郡下入万村祝山に作られたものであり、別荘養老軒は元

禄 9年 (1696)に は藩士折下角左衛門氏治によって、下入万村法華谷に建てられたものである。元禄年

間には数多くの詩や句が残されていて文人墨客の集う所であったと考えられている。

最後にこの項で伝承として多くを参照した「人万村史」の寺山遺跡に関すると思われる部分を抜粋し

ておく。参考資料である。

金岡1光寺の創建

俗に平安朝時代僧空海の創建に係ると謂はれて居る金剛光寺は、境内の廣き事上八万村の北方より下

人万の西方に跨 り園瀬川屈曲して境内を流れ之に架するに橋梁を以てし閑伽池の如きは其庭池にして池

中に華表を建て殿棲多くして堂宇の宏大なる営時阿波南方の巨利丈六寺と其の壮麗を競つたと謂はれて

居る。思ふに金剛光寺は平安朝時代に於ける本村及び附近文化の中心をなして居たものであらう。

金剛光寺

字寺山に昔時在 り口碑に依れば今を去る千餘年前の開基なりと偉へ阿波國古寺の一たりしも天正年間

長曾我部元親の一矩に付せられ今は諸堂及び門趾を存するに過ぎず、聞くならく七堂伽藍建ちて其宏壮

美麗は首時の勝浦郡丈六寺に桔抗せりと、今に寺跡の田名に『塔の下』『風呂の下』『仁王田』等の名残

りて其の宏壮なりしを偲ぶに足れり。

嘉永七年寅三月、椎野庄左衛門 (現村長祖曾父に営る)遺跡保存のため寺跡に排財天を祀れり。

該寺の梵鐘が現今、山城國愛宕郡蜂定寺に裁され左の銘を刻せり。

『阿波囲以西郡八万金剛光寺鐘』F願主三部阿閣梨耶賓秀』『永仁四年歳次丙申十月五日』『大工内蔵

範頼

真言宗 金剛庵 下八万字寺山

本尊 排財天

堂宇 縦三間半 横二間半
庵室 縦三間半 横二間半
往時、名刹金剛光寺の七堂伽藍ありし跡にして、其附近の田には今尚古き地名の残れるもの少なから

ず。現在堂内に奈良朝時代 (約一千三百年前)の古瓦を所歳せり。

境内面積二五四坪にして正徳五乙未歳九月十月 (紀元二三七六年)の手洗鉢、安政三辰年三月 (紀元
二五一七年)の燈籠三基等残れり。園福寺末にして、毎年奮暦中の猪ノ子には奉納相撲を行ふ慣習あり。
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寺山排財天の埋歳金

昔、寺山に金岡↓光寺と言つて七堂伽藍の建てられた名刹があつたが、天正年間長曾我部元親の阿波侵

入に営り其の兵笑に罹つて荒慶してしまつた (慶寺院、金剛光寺参照)此の寺跡に「朝日さす夕日輝く

金剛光寺小判千両有明の月」と刻まれた石碑を里人が稜見し、何庇かに小判千両が秘められてある判じ

歌と解繹し里人は言ふに及ばず近郷近在より欲張り者が集まり血眼になって心首りを探索したが、何鹿

を掘つても銀銭一文も出てこなかつた。

引用・参考文献

『徳島県文化の森総合公園建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概要報告書 ―廷生軒跡・向寺山古墳―』 徳島県
教育委員会 1987年

『徳島県埋蔵文化財センター年報 Vol,7 1995年 度』 財団法人 徳島県埋蔵文化財センター 1996
『埋蔵文化財 縄文の彩り 速報展 1996』 財団法人 徳島県埋蔵文化財センター
『歴史時代の徳島市―阿波の古瓦―』 徳島市教育委員会 1982
『南庄遺跡 ―徳島家畜保健衛生所建替え工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―』 徳島県教育委員会
1989

F県営名東団地建て替え工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 名東遺跡  (天神地区)』 徳島県教育委員
会 1990

『庄遺跡 I一 大蔵省蔵本団地宿舎新営工事 (第 I期工事)関連埋蔵文化財発掘調査報告―』 財団法人 徳島
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『庄遺跡Ⅱ一大蔵省蔵本団地宿舎新営工事 (第 Ⅱ期工事)関連埋蔵文化財発掘調査報告―』 財団法人 徳島
県埋蔵文化財センター 1997

F庄遺跡Ⅲ一大蔵省蔵本団地宿舎新営工事 (第Ⅲ期工事)関連埋蔵文化財発掘調査報告―』 財団法人 徳島
県埋蔵文化財センター  1999
『鮎喰遺跡・石井遺跡 ―徳島県立城西高等学校 。名西高等学校新築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告一」
財団法人 徳島県埋蔵文化財センター 2000
『庄・鮎喰遺跡 ―一般国道192号拡張工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―』 徳島県教育委員会 1985
『名東遺跡 ―建設省名東町宿舎建設に伴う発掘調査―』 財団法人 徳島県埋蔵文化財センター 1995
F中島田遺跡Ⅱ ―都市計画道路常三島中島田線改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―』 財団法人
徳島県埋蔵文化財センター 1996

『県道徳島鴨島線改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 徳島市中島田遣跡・南島田遺跡 徳島県教育委
員会 1989

『古墳時代の徳島市 ―埋蔵文化財資料展』 徳島市教育委員会 1981
『徳島考古 第 2号』 徳島考古学研究グループ 1985
『徳島市誌 1958年版」 森本安市 徳島市教育研究所 1958
『八万史』 竹内金二 人万村青年団 1935
『徳島市埋蔵文化財発掘調査概要 2』  徳島市教育委員会 1992
『矢野銅鐸』 財団法人 徳島県埋蔵文化財センター 1995
『徳島県 埋蔵文化財センター年報 Vol.71995年度』 財団法人 徳島県埋蔵文化財センター 1996
F徳島県 埋蔵文化財センター年報 Vol.81996年度」 財団法人 徳島県埋蔵文化財センター 1997
『徳島県 埋蔵文化財センター年報 Vol.91997年度』 財団法人 徳島県埋蔵文化財センター 1998
『徳島県 埋蔵文化財センター年報 Vol.101998年 度』 財団法人 徳島県埋蔵文化財センター 1999
『徳島県 埋蔵文化財センター年報 Vol.111999年 度J 財団法人 徳島県埋蔵文化財センター 2000
『徳島県 埋蔵文化財センター年報 Vol.122000年 度』 財団法人 徳島県埋蔵文化財センター 2001

-- 19+~



『観音寺遺跡 I (観音寺遺跡木簡篇) 一一般国道192号徳島南環状道路改築に伴う埋蔵文化財発掘調査―』
財団法人 徳島県埋蔵文化財センター 2002
『矢野遺跡 (1) 一一般国道192号徳島南環状道路改築に伴う埋蔵文化財発掘調査―』 財団法人 徳島県
埋蔵文化財センター 2001・ 2002

『矢野遺跡 (Ⅱ )(縄文時代篇) 一般国道192号徳島南環状道路改築事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』
財団法人 徳島県埋蔵文化財センター 2003
『徳島大学埋蔵文化財調査報告書 第 1巻 庄・蔵本遺跡 1 -徳島大学蔵本キャンパスにおける発掘調査
―』 徳島大学埋蔵文化財調査室 徳島大学 1998
菅原康夫『日本の古代遺跡37 徳島』 保育社 1988
三好昭一郎・高橋啓・福家清司 F図説 徳島県の歴史』 河出書房新社 1994
東 潮 編『川と人間―吉野川流域史』徳島大学 渓水社 1998
坪井良平『梵鐘の研究』 ビジネス教育出版社 1993

―-20-―



Ⅲ 調 査 成 果





基本層序 トレンチ配置状況と土層堆積状況 (第 5,6。 7図 )
試掘調査の結果をもとに全面発掘を実施し、 5時期の遺構面 (鎌倉前 。後半～平安～古墳後半～庄内

併行期 (自然流路))を確認した。調査区内は近世・近代の耕地開墾により部分的に攪乱を受けている

が、第 3遺構面まで達するものは少ない。調査区が東西に広範囲に及ぶため、各地点によって多少の差

異はあるが、第 6・ 7図の土層断面を例にとれば、調査区の基本層序は、①表土 (水田)②③④灰オリー

ブ色粘質土⑥暗オリーブ褐色粘質土 (中世遺物包含層)⑥暗灰責色粘質土 (鎌倉後半遺構面)⑦オリー

ブ褐色粘質土③責褐色粘質土 (鎌倉前半遺構面)③オリーブ褐色粘質土 (古代遺物包含層)⑩オリーブ

褐色粘質土 (奈良～平安遺構面)と なり、⑩層以下は自然流路堆積層 (部分的に砂礫層含む。)と なり、

⑩③層 (古墳遺物包含層)は自然流路堆積土上面にあたり、流路埋没後⑫層上面に古墳時代後期の遺構

が形成されている。⑥層は鎌倉時代後半～末にかかる遺構面で、出土銭は⑤の遺物包含層を切り込んだ

土坑に収められていた。出土銭 (埋納銭)の検出面は表土からlm下 にあたる。⑦③は鎌倉時代前半頃

の遺構面⑩は平安時代後半頃の遺構面が確認された。⑫層以下は自然流路堆積層と思われるグライ化し

た青灰色シルト・粘土となり、地表面下約3.5mの地点で、弥生時代終末期～古墳時代初頭頃の土器片

(甕)な どが出土した。遺跡は園瀬川の沖積作用によって形成された平野上に立地しており、1可道が現

在の位置に固定されるまでは頻繁に氾濫を繰り返していた。

調査区西側の「寺山」に近接した地点の基本的な堆積を模式柱状図で表した。これに従つて説明すれ

イゴ (第 5図 )、 調査着手前の地盤高は約4.5mで、第 1層・第 2層は近世以降の水田形成に伴う土壊であ

る。以下の堆積層のうち、上位では旧河道にあたる層 (第 13層 )を除くと、細砂に多くのシルトをまじ

える砂質土である。比較的安定した堆積状況である。下位の層でも同様の砂質上の堆積が厚いが、流路

による堆積がやや粗い粒子となって面的にも広がっている場合 (第 18層 。第20層 )がある。第22層 は少

なくとも4区～6区にかけて広範囲に広がっている層で、黒褐色の非常に粘性の高い特徴がある。1.5

m以上の深さがあり、下端を確認することができなかった。淀みや沼といつてよい堆積である。第22層

でも上位においては、炭化物・有機物の混入があり、少量の弥生土器も含まれていた。

遺構が検出された面 (遺構面)は上位から第 1遺構面・第 2遺構面としており、 5面が確認された。

内訳は、第5層上面で第 1遺構面 (標高約3.9m)、 第7層上面で第 2遺構面 (標高約3.5m)、 第10層上

面で第 3遺構面 (標高約3.Om)、 第14層で第4遺構面 (標高約2.6m)、 第15層上面で第 5遺構面 (標高

約2.4m)で ある。

地区によって遺構面の拡がりに差がある。東側の 1区では上層の遺構西側においては、新しい段階の

遺構面のみが残存するが、東側に移るにつれてより古い段階の遺構面が下層で検出される。平成15年度

に対象とした地点 (4～ 6区 )は、古墳時代前期～室町時代に至る5面の遺構面が残存した。

平成14年度の調査ではそのうち1～ 5区の第 3遺構面までを完了しており、平成15年度では4・ 5区

の第4遺構面以下と6区の各段階の遺構面を対象としている。
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2 遺構と遺物
発掘調査の概要

平成13年度の試掘調査の結果をもとに、平成14～ 15年度にかけて対象地全体に発掘調査を実施した。

調査区は園瀬川に沿って東西に約300mと 長く、地点により遺構面・遺構・遺物の粗密がみられる。概

して調査区西側、寺山に向かって遺構 。遺物ともに増大する傾向にある。

平成14年度の調査では、 5時期 (遺構面)(鎌倉～奈良・平安～古墳～弥生終末)の遺構および遺構

面が確認された。しかしながら、当初の試掘段階において未確認であつた遺構面の検出もあり、平成14

年度は第 3面までの発掘調査を完了した。平成15年度に以降の遺構面について継続的に調査を行うこと

とした。

第 1遺構面 (13世紀後半～14世紀前半頃)では、埋納銭遺構をはじめ、掘立柱建物跡、溝、土坑、柱

穴などを確認した。出土遺物では大量の銭貨 (埋納銭 )、 銅鏡 (和鏡)、 和泉型瓦器椀、土師質土器杯・

皿・鍋・釜、青・白磁などが出上した。

第 2遺構面については、調査区西側で大溝 (区画溝)に囲まれた範囲に掘立柱建物跡を含む柱穴群や

土媛墓群が検出された。特に調査区中央部では廃棄あるいは整地に用いられたと思われる大量の上師質

土器杯・皿が広範囲にわたり出土した。平成15年度には仮設道路としていた部分を追加し6区 として調

査を実施した。この 6区では、最も上位の層からを対象としたが、作業工程を考慮して第 2遺構面より

下位を対象とした。

第 3遺構面は遺物・遺構ともに密度が低 く、少数の溝・小穴・土坑および竪穴状遺構を検出した。遺

構内埋土はやや不明瞭で赤褐色を呈するものが基本で、第 2遺構面のものとは容易に識別できる。出土

遺物量は少ない。

第 4・ 第 5遺構面は、平成14年度に遺構の検出および一部遺構掘削を行い、平成15年度に調査継続し

た。第 4遺構面は 7世紀前半頃の竪穴住居跡などを検出し、第 5遺構面は弥生終末～古墳時代初頭頃の

遺物を含む自然流路であることが確認された。

第 4遺構面は対象地の東西に自然流路 (SR4001,SR4002)が 検出され、その間に竪穴住居が密集し

て検出された。特に5区では、すべての住居が複雑に重なり合うように築かれていた。

第 5遺構面は第 4遺構面と比較して、自然流路に切られる分だけさらにせまい範囲での遣存である。

第 4遺構面の住居とほぼ重複するような位置で竪穴住居が検出され、隅丸方形の平面プランで、一辺が

4m前後と第 4遺構面の場合と比較してやや小さく、炉については検出できなかったものが多い。土器

の年代からみて、弥生時代後期後半から古墳時代前期にかけての幅がある。

各遺構面の概要 (第 8～ 18図 )

各遺構面の概要は以下のとおりである。

第 1遺構面では、埋納銭遺構をはじめ、掘立柱建物跡、溝、土坑、柱穴などを確認した。出土遺構の

なかには水田の用水路等、近世 (江戸)期 に構築されたものも含まれている。

第 2遺構面では、2000基 を上回る遺構が検出され、遺構の密度も濃厚である。ただし、この中には掘

り込み面が、第 1遺構面からのものも相当数含まれている。

遺構の内訳は、柱穴になるとみられる小穴を中心に、やや大形の上坑・溝・不整形土坑からなる。埋
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土は、いずれも非常に暗い色調の暗褐色となるのが基本で、プランの検出は容易である。小穴の一部に

は柱が沈み込まないように根石を据えるものがあり、また第 2遺構面の検出面からの深度が lmを 超え

るものもある。埋上の暗褐色上自体に土器の細片を多く含んでおり、その他にも土師器杯などを納めた

ものもみられた。

第 3遺構面は、約400基の遺構が検出された。遺構密度は粗である。小穴・溝・土坑などが含まれる。

埋土はやや不明瞭で赤褐色を呈するものが基本で、第 2遺構面のものとは容易に識別できる。出土遺物

量は少ないが、赤色塗彩やヘラ記号を施したものも確認される。

第 4遺構面は、対象地の東西に自然流路 (SR4001・ SR4002)が検出され、その間に竪穴住居が密集

して検出された。特に5区では、すべての住居が複雑に重なり合うように築かれていた。住居は平面形

が一辺 5mを超える隅九の方形で、竃をもつものでは、煙道が住居外にのびている。住居内には、 4基

の主柱穴があり、上屋を支える構造となっている。床面には若干粘性のある土を敷き詰めて貼床とする。

竃は14棟で残存しており、北壁あるいは西壁沿いに焚き口を設ける。上面が削平されていて、深度は 5

～20cmである。埋上の色調はベースとの違いがほとんど変わらず、識別は困難で、切合いについても早

い段階でのトレンチによる断面観察で確認を進めた。住居内の遺物の残存には個体差がみられ、床面に

使用時に近い状況をとどめている場合と無遺物に近く日常的に使用する器を持ち出している場合があ

る。住居のほかに土坑などが数基検出されており、土器・鉄鏃などが出上した。

第 5遺構面は第 4遺構面と比較して、自然流路に切られる分だけさらにせまい範囲での遺存である。

第 4遺構面の住居とほぼ重複するような位置で竪穴住居が検出された。住居は隅丸方形の平面プラン

で、一辺が 4m前後と第 4遺構面の場合と比較してやや小さい。柱穴は明瞭に識別できるものの、炉に
ついては検出できなかったものが多い。貼床はないものが多いか、不明瞭。上面はやはり削平を受けて

おり、20～ 40cmの深度を有する。埋土はベースよりもわずかに暗灰色を呈し粘性もあり、第 4遺構面よ

りは識別は容易。住居内の遺物は非常に少なく、多くは持ち出され、あるいは隣接する自然流路内に廃

棄された。土器の年代からみて、弥生時代後期後半から古墳時代前期にかけての幅がある。

主な遺構

今年度の調査では 5時期の遺構面が確認されたが、当初予想された寺の存在を直接的に示唆する遺構

を捉えるに至らなかった。出土遺構には約3,700枚が出上した埋納銭遺構をはじめ、盛土整地した後に

片岩の板石を組み、上面に円礫が敷き詰めて構築された何らかの祭祀のための遺構と考えられる石組遺

構や同様にして構築されている何らかの建築物に関連すると思われる石敷遺構の他、大溝 (区画溝)。

柱穴群 (掘立柱建物)・ 土壊墓・土坑 (土器溜まり遺構)。 竪穴住居跡 (古墳 )。 自然流路などが確認さ

れた。概略は以下のとおりである。

第 1遺構面 (鎌倉時代後半～室町時代 :

埋納銭遣構・掘立柱建物跡・溝・水路

第 2遺構面 (鎌倉時代 :13世紀前半頃)

掘立柱建物跡・石敷遺構 。石組遺構・

土坑 (土器溜まり含む。)・ 柱穴 など

第 3遺構面 (平安時代 :9～ 10世紀頃)

13世紀後半～14世紀前半頃)

。井戸・溝・土坑・柱穴 など

大溝 (区画溝)。 土壊墓・
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溝・土坑・柱穴・竪穴状遺構 など

第 4遺構面 (古墳時代後期頃 6世紀末～ 7世紀前半頃)

竪穴住居跡 。土坑・柱穴・自然流路 など

第 5遣構面 (弥生時代終末～古墳時代前期頃 :2世紀～ 4世紀)

自然流路

主な遺物

遺物では圧倒的に土師質土器杯・皿の出土が多い。特に第 2遺構面の調査区中央部で、暗褐色砂質土

約400♂、層厚40cmにわたり、廃棄されたと思われる土師質土器杯・皿が大量に出土した。整理中のた

め、実数は不確定であるが、この地点だけでコンテナ200箱、点数は200,000′点を超える。各遺構面の出

土遺物の概要は以下の通りである。瓦器椀の分類は尾上分類に準拠した。

なお、出土遺物については大量に出土しているため、土器観察表に記述は譲る。本文中においては 1

点 1点 を列挙して解説は加えていない。

第 1遺構面 (13世紀後半～14世紀前半頃)

銅鏡、銭貨 (埋納銭)、 和泉型瓦器椀・小皿、土師質土器杯・皿・小皿 (底部糸切り)・ 鍋・釜、青・

白磁 など

第 2遺構面 (13世紀前半頃)

和泉型瓦器椀・小皿、土師質土器椀・杯・皿・小皿 (底部ヘラ切りを含む)・ 鍋・釜、青・白磁・瓦・

石鍋 など

第 3遺構面 (9～ 10世紀頃)

土師器高杯・椀・皿 。小皿・奏・竃、黒色土器椀、緑釉陶器 など

第 4遺構面 (6世紀末～ 7世紀前半頃)

須恵器杯 など

第 5遺構面 (弥生時代終末～古墳時代前期頃)

弥生土器甕 など

遺物総点数  480,000点

コンテナ総数   600箱

引用・参考文献

横田賢次郎・森田 勉「太宰府出土の輸入陶磁器について 一型式分類と編年を中心として一」
F九州歴史資料館研究論集』4 1978

尾上 実「南河内の瓦器椀」『古文化談叢』1983

―-29 -―





1747 X=116155
1261

――――一 X=116110

Y=940901

い
膵
〇

寸
ω
＝
井

〇
〇
〇

寸
ω
＝
＞

SP1753
SPl

X=116140-

い
寸
〇

寸
〇
＝
＞

〇
∞
〇

寸
Ｏ
ｎ
＞

SP1871
SP,870
SP1869
SP1868

＜
＝
Φ
ヽ
二

〇
いSP1862

SP1861
SP1860
SP1859
SP1858
SP1857

SP1867
SP1977

SP1856

SP1979
SP1873

SP1874
SP1875
SP1872

SP1877
SP1876

X=116110 SP1978
＜
＝
Φ
ヽ

Ｏ
Φ
ＯSP1975

SK1317

SP1883
SP1884
SP1885
SP1886
SP1970
SP1888
SP1889
SK1318
SP1974

＜

＝
Φ
■
う

Ｎ
ｍ

＜
＝
Φ
ヽ

〇
〇
〇

＜
＝
〇
ヽ

Ｏ
ω
Ｏ

―e

鰺
SK1262
SK1263

:FI::を理

SII塊
募 ⌒  … S剛 787i,N、現:二

'弄

≡ン蒋が雫I遍
SD1030ぺ＼、ⅢヾP1797f

鴨夢

SP1813
SP1812
SP1816
SP1811
810

SP1851 SP1843＼

式゙

SK127σ

◇ 8・

SK1322
SP1967
SP1951
SP1964
SP1950
SP1966
SP1965
SP1949
SP1952
SP1951
SP1956

,D1033

3K14314

甜縮イ
SPJp∞、ミ

IVttil

.Iギ 生 . ケ
Ｋｌ
　
汁
齢
ｒ

漸04と

X1039 の
戦
ガ
Ψ

SPl

SK
SP,

Q
【
ヤ
い ′争
SPl1014 一詢〕ＳＰ‐９２６ゆ

SKl

Ｋ‐２７ＳＰｌビ際庁囚除Ｍ４

SP1839

11001
11003

と胞n3∝
的
1

X=116095 -

Y=94045

――――――― X=116095

第 8図 第 1遺構面 遺構配置図 1

―- 31 ・32 -―



Y=94165

SKl143

〇
め

一
寸
ω
＝
井

X=116185

め
∞

▼
ヾ
ω
＝
＞

〇
∞

す
寸
ω
＝
＞
´
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
―

　
　
一X=116170

い
Ｏ

ｒ
寸
ω
＝
＞

〇
〇
〇

寸
〇
＝
＞

k  ‐

X=116155

SK12櫻

0

10

＜

＝
ｏ
ヽ

ユ
ｏ
い

,Pl

IP1 761

)P1762
IP1 7コ

IP1 74

IP,

IP1 7_「 ,

IP1 752

IP1 753

1P1754

SD1026

ygピ碑

SK1221

SK1220

瑠
滉
珍

＜
＝
〇
ヽ

ユ
∞
働

S用附5逍

氏漑
3

SP1687 S

:FI::を■
SP1748

S P1360

SKll14
｀SP1361
SP‖ 362

?秘

SP1365

ＳＰ

舒

ＳＰ

ＳＰ

ＳＰ

ＳＰ

ＳＰ

ＳＰ

ＳＰ

ＳＰ

ＳＰ

ＳＰ

ＳＰ

ＳＰ

ＳＰ

ＳＰ

ＳＰ

ＳＰ

ζ
忍
373召 371

SP1375

～
■

詰|プ0
b

SKO
ヂ

SD1024

SKl141

SKl142

多イ11半
。デI:1 lI争f、ミド■ '

トエ七・
  ｀   )

イSD1022

一- 33 ・34 -―

第 9図 第 1遺構面 遺構配置図 2
Y=94120

SK1358

SP1688Ю

SP1786~や

SP1749



〇
せ
∞

寸
ω
＝
汗

い
ω

ｒ
寸
Ｏ
Ｈ
＞

ｏ
一
ミ
ヾ
ω
＝
＞

１
１
１
１
Ｉ
Ｉ

５

２０
＝

SK105,
SPll17
SPl123
SPl126
SP,124

SP1080
SP1081
SP1082
SP1076
SP1075

SPll

い
Ｏ

ｒ
寸
ω
＝
＞

SP1334
SP1335

SP1360
SKll14
SP1361
SP1362

SP1363

ヽ

〇
り

▼
寸
〇
＝
井

X=116185
=SP1340

/7閉
。
「

ィSP1364

調F9砲S猪9諭

ＳＫ‐‐
ρ

Ｐｌ
ｌ
Д
υ

SP1371

心
SP1375
'4心

群進峰胤皐∬韓:

砂

§:|:ヨ:葦
SP1497-― _

SKl150
SP1640→

ＳＰ

／

０

洋鉾婚
就

SP1047~/  SP1099
SPl100

SP1408や 397

＜
＝
〇
ヽ

Ю
ユ
〇

SP1403
SP1402
SP1398
SP1381

＜
＝
Φ
（
二

〇
い

＜

“
Φ
ヽ
Ｌ

∞
ｏ

SPl132
SK1053
SPl131
SKl154
SPl135
SPl133
SPlH34

eS出
渉 P科詔
7王

詰げ
短)5γ
舒
夢ィS:醤転

獣解 漁、調先■1瀑と宅夕/

SP1050

距曜予三良と ン
中
と予r理48

桁8 イイた」__ 追出歳″
V  
時一SP1049

37

�…
〆 認亀調墟

SK1061
8K1060
SPl141
SPl147
SPl150
SPl151

i剖陀即   1_調 m s。SPl168
SPl165
SPl166

SPl153
SK1066
SK1065
SPl162

SK1082
SPl190

SPl158
SPl161
SK1079
SPl191

SK1073

堰 ζil♂苺Ю 試6デ
P耳

峯6す詠1桃物管
附083 P R

ＳＫ‐
恥
眸

SP1208 SP1207 や
、
　

　

２

ｑ

キ

‐Ｐ
‐

脂

那     Ъ

I＼  子1温武
乳醤曙

設樫   ^ぃ ,コ

卸　一。ＳＫ‐０

ＳＰ，

ＳＰ

　

　

ＳＫ

判朋ＳＰ‐　‐０８５

Ｑ
ｉ
Ц
ＳＰ

ほ

プ 端   sP11ヽ附杷SK4035■ :i~s与 0∞ |,‐２‐

Ｓ Ｐ

６

Γ

イ

イ

‐０

２

‐２

２０９

　

Ｓ Ｐ

調 呼 /SP4劉 4争 0ご ど ::1鶏
SЧ

狂 ′ ili狂
中＼くlsi

SP1234‐ O
調:二:           A二 ;綻W＼ |°[

SP1221
〔
ヽ
Ｓ

魏      sttЮ ゴ
組6¬

1げ

SP1222

SP1223-9
認 3,8 s円 日3ゃ         SP10左 屯

~F

1227
SK1074                                             sP1073-―一~O SPl
SP1205

息Htt Ю
y        sP1074ぉ1228

1229

SP1225 ・
1230
1231´ SP1201

SK1074                                 SK1038→
SPl196                                     _
SP1202

SP1226‐・

1378
1379
1380

SKl124
SKl125
SP1395
1128
1127
SP1401
SP1406
一SP1405
-SP1407
0_

ミ 罰簿

SK1058
SKl159
SPl139
SP,114
SPl140
SPl141
SP,142

SPlS55 0 SP1554

―

X=116155

第10図 第 1遺構面 遺構配置図 3

―- 35'36 -―



〇
〇
∞

寸
〇
＝
ト

ー
ー
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

い
∞
∞

寸
ω
＝
＞

〇
』
∞

ヾ
ω
＝
＞

い
い
側

寸
ω
＝
＞

〇
寸
『

寸
ω
＝
井

＜
＝
〇
ヽ

∞
ｏ
ｏ

＜
＝
Φ
ヽ

］
∞
い

＜
＝
〇
ヽ

い
「
〇

SP1080
SP1081
SP1082
SP1076
sP1075

SPl100
SP1099
SPl102
SPl101

＼
SPll12

or´
SP1059

Q庁―SP1060

¶ |
S〈03)

SP1001   SP1006

―――――――X=116200

―――――― x=116140

昧 謂とォ:7,。

‐ｏ
　

Ｒ
＼

‐１

４
♀
ｓＰ‐‐

ｍ
Ｈ
ｗ
ｖ
ｓＰ
，
っ

S粕 035対

SP1067、、.9

SK1038 n

SP1070ゴ
組6Ц

l贈

SP1072_
SP1073-一一~O SP

SP1074Ъ
SK1090
SP1271
1273
SP1272
SK1 091

＜

＝
Φ
ヽ

Ю
ｍ
伽

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

　

＜

＝

Ｏ

、

中

Ю

∽

＜
＝
Φ
（

Ю
■
ｏ

SP1098

7 SPH065、  b
SP1064   sP,066-~く )

SK1034ね

SP1311

SP1312 ざ挑17 S駅
積藻

SK1013

SP1009-―-0

SP101o――_。

SP1011-―●

SP1012~

Ⅶ7i臨臨

SPゞ
旱昴ア多
つ

卜SK1093

第11図 第 1遺構面 遺構配置図 4

―-37・ 38 -―



Y=94085
峙
ミ

〇
出
〇

寸
ω
＝

＞

お
。
00

二
D2そ

十fどとサFK2398く )
SP2771

め
め
〇

帯
ω
＝
＝
＞

X=94145

SK2325

〇
寸
〇

寸
ω
＝
中
＞

|。平安:江王
s:啓 :碑こ正三3。

併¬
TIイ2 ゝ
_ィ
~  O°

互ユー}貴」
一

==テ

イ

iイ猛
鮨
ユ

gttBB:;_ |

もギΣj吊 _||

SX20〔 8   sP21483-―二
＼、SP2‖ 486
＼ ISK」 178

SD2005

ヽ
|     |
,     SK2180
SKP406

SK2156

喜喜::::■
=i==と
、

SK2021＼
＼
｀ヽ
、

I SK2155

SK9154

SK2148

―

X=116115
＜

＝

ｏ
ヽ

ユ
ｏ
ｏ

s話紹●―＼――___ど

:権::4:孝
SK2542~~ _― 一
SK2541-―~~~~  ______ャ

sとBモ身:tユ正三==
SK2538-一 ~~~~~~

SK2537-一~~~~~~~~~~

も貢亮Ьj十~~萩ヨ馬瑞0

―

 ′/1

Y=94085

―

 X=116100

/ケ与/ SK2511
SK2047

§|::::後
妻甕:多塩i,

下Sで:∫SF

軸ケ
SK26ぢ 7/イ

ン

25/″
きK2:乙き/ケ″/ /

＜

＝
６

（

ｏ
Ｎ
ｏ

SK2524/ //
SK2523 /
SP2013///
SP2007
/｀

SP2006 /

:哲二:i†子イ
イ

S02012

SP21581
.・ SK2184

3P21210
SK2183

P21355

SK23311＼＼SK2,2ョ

・
。r SK2賀

SK23～

iiく(|＼ウ

ヽ
レ
ヽ
，
Ｉ
Ｉ
、
　
　
　
　
　
　
　
Ｃ

Ｏ
０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０

２‐７３
‐
Ｄ

瀑
４

。

ｏ

ＳＰ

　

。

α発∵少

亀

　

　

　

　

　

　

　

　

ｖ^
　

ＳＫ

０

ｏ
ｏ
・
　
　
　
Ю

。も
９

。
　

。

。

――SK2092 ・、  SX2037
SK2120 /

ゞ き長会f¥サ

薔工 =_sR2108

童 ヨbttIPI

。 I SK2110と

■式キ
Slζ

窓11
SK2112

ゝ
:潔ir静

＼  ＼

9ヤ k＼

SR2157
＼

0

＼

、＼     SP21782
SK2337      o

° SK2333     sK2146

▼SK2145

中 ―普ギず。
‐皇万一巧つ

~SPe183

郷嫁
2033

―- 39・ 40 -―

第12図 第 2遺構面 遺構配置図 1
SP21465



〇
∞

▼
寸
ω
＝
・痒

〇

一
一
ヾ
ω
＝
【痒

―
―
―
―
Ｉ
Ｉ

聖

〇
〇

〓
寸
ω
＝

・＞

！
―

―

Ｉ

Ｉ

Ｉ

X=116175-

SK2392
1 SP21332

SK23971  1

SP2777 SK2303

0 0  °

0。
S

SK2258

〇
SK2257

SP2778 1
SK2355 1

SK2401

SK2402

SX2030

SK2343

0

め
∞
〇

寸
ω
＝

痒̈

'   S騰
2384

。 SK2382
・ D。

― ― SK2371

SP285r。

導:を
Iヽ

三
ド`ヽ最与:|;2

'     SK2219
〇
卜
〇

寸
〇
＝

・痒

SK2316

X=94145

SK2325

/

SK2338

電麗 ＜

＝
＝
〇
ヽ

ユ
〇
〇

SK2331

SP2‖ 581‐

.・ SK2184

21210
2183-

79Э二

759

SK2330 ＜

＝

も

ヽ
生

ヽ
い

＼

3K2451｀、

P91355
2342-

‖82

21339
749

SK2181

SP2730ア

SK2322

＜

＝

も

ヽ
二

∞
〇

SK2407

＜
＝
＝
Φ
ヽ

４
ユ
〇

＜

＝

も

ヽ

ユ
ｏ
ｏ

(:l,;持

2126

!,霊猛き
SP21375

蘊

奇

|。
。 乳
。

W°

鰤 詠
。
| 

°
 ii  
∫ 
挽 も   あ     。
I SK2323      ^  ё

:liま
ミきittt ° SK21ュ:、、、卜と
も亀ずsi昇 18ィ刀 °S(

敬
°
  ,/こ古
21ilo    s≦

|:15'I::〕ド
路 2努45恥

碑懸湿縄讃
零銃‖ミヌ/σ覚
ィゥ

SP21782

SK2337     。
° SK2333  '  sK2146-― ――――

癒
,  7 SK2145‐

fi五手釘。と■“終1,P暴

|。
た

Y66手

Y=94085

―

X=116115 第13図 第 2遺構面 遺構配置図 2

―-41 ・42 -―



Ｏ
ω
〓
せ
Φ
市＝
＞

Y==94.2051

い
膵

一
寸
ω
＝
＝
＞

Ｏ
Φ

〓

甘
ω
“＝

＞

X=11690 X=司 16,190

X=1呵 6175

ゆ
寸

ｒ
．寸
０
＝

＞

〇
∞

▼
寸
〇
中＝

＞

X=耳 16175-

＜

＝

０

（

中
ｏ
い

＜

＝

Φ
ヽ
Ｌ

Φ
ｏ

＜

＝

も

ヽ
■

Ｎ
い

＜
＝

も

■
生

ω
０

SP21261

SK2357
SP21248
＼SP21250
SP21606

＜

＝

６

ヽ
■

ヽ
り

SK2476

SK2478
SP21028

SK2477

SK2265

SK2264

SK2263

SK2302
２３０

０

ＫＳ

0 °

0   。

。
g。

SK2258

甲

と271 .士
06°

P第
0

0
Ｏ

ＳＫ
‐
≫

る。はで魂き6K2443   r理
・ど娯 部＼φ ‐笠

攣 癖

短

SP(1326 …'SP21324、
~ sK2458

SP21319    SK2298

即 解2胤倒 イド 箋 K盟軸
:

SP21247 SP21365

一―――――X=116H45

第14図 第 2遺構面 遺構配置図 3

- 43,44 -



SP3ピ7   
。sP3188

Ｏ

Ｓ

Ъ

SP3175

1腔
1労

SP3189

0 SP3168

だ
味SP割餌

SP3192

３‐７３
Ｖ

式

Ь

ＳＰ
。
即�
Ｓ

0
SP3190

‐２

‐
キ

‐

‐

も

Ｓ

―

Yヤ 滓
1を

。開囲
9  S   ド＼ 。

SK3016

1

0  0

0

乞

√

沖

粋
ＳＫ３００３
托

Ｋ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

３

SD202:(li千 :0241

9Sり
1810/SP」

SP3098
0

0
SP3183

ＳＰ３
／

／

ノ

SX3004

Ｏ

　

⑥

ο
ｏ
∪
６ 帥ｒ

芯
ぐ

。 0 。

O SK3001

0  0

粋
冤と9。

OOO I

、だ
。

０

　

５９

脱

綸
ＳＫ３００６

SX3005

で
津

0

0

O SD3010

0    0     °    0

SK3013

Ｏ　　ＳＰ３０５６ヽ
＼ヽ
（ヽ一中。〔一”（くヽ
期

°
「γ曳

IY-94085

〇
膵
〇

寸
〇
＝
＝
＞

X=116145

―

X=116100

Ｉ
Ａ

憔

―

―

下

―

い
い
〇

寸
〇
“＝

＞

〇
せ
〇

寸
ω
＝
“
＞

＜

＝

も

ヽ
も

∞
い

＜

＝
＝
〇
ヽ

Ｏ
Ｎ
Ｏ

＜

＝

ｏ
ヽ

ｏ
伽
ｍ

＜

＝

６

ヽ
Ｌ

ｏ
ｏ

X=116100-――………

第15図 第 3遺構面 遺構配置図 1

―-45'46 -―



ゆ

ヾ

ｒ

寸

ω

＝

＞

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

〇
∞

ｒ
寸
〇
＝
中
＞

Y=94175
Ｏ
Ｏ

ｒ
寸
ω
＝

＞

X=116160

SP3294め

，
マ
ヾ

ω
中＝

＞

X=116175

oP,238 sP3266

SP3293 SP3312

〇
〇

〓
寸
〇
“＝

＞

解
ＳＰ３

SP3350 ―一――一―X=116160
X=116160 SP3342

けＳＰ３２８６
Ｓ

SK3036
SP3352

SP3285

SP3305

SP3304
SP3296

SP3295     SP3297
＜
＝
＝
〇
ヽ
二

〇
〇

＜
ｎ
＝
〇
ヽ
■

Ｎ
い

―

X=116145
＜

＝

６

■

ユ
ｏ
ｏ

＜

＝

Φ
⌒
二

ヽ
伽

25m0

i            l

４７
　
　
　
ノ

ＳＰ３２４６″
SP3244

ノ

＼
SP3242

SP3245

SP3265
＜

＝

ф

（
生

ω
Ｏ

―

X=110130

SP3272

ヽ

I

ノ

孟348                   :だ
弦
3靴

SP3250       C卜
~SP3270

第16図 第 3遺構面 遺構配置図 2

―-47・ 48 -―



い
』
ｏ
ヾ

ω
“＝

＞

り
寸
ｏ
ヾ

ｏ
“＝

＞

ｏ
∞
Ｑ

寸
９

＝

＞

X=116130-

X=116115-――――

SB4016

―――――x=116130

一―――――x=116115

―一――――X=116100

―

X=116085

PK4005   sB4052

SB4005

SB4018 SB4015

O O
SP4123

X=116110-――一―

＜

＝

も

ヽ
も

ω
ｏ

＜

＝

６

（
６

Ｎ
釦

＜

＝

６

ヽ
６

ω
ｏ

遺構配置図

―-49・ 50-―

SK4012
SB4012        SB4019

SR4001

＜

Ｈ
“
Φ
ヽ

ｏ
ヽ
い

X=116085-―一―一一

第17図 第 4遺構面



め
』
〇

寸
〇
“＝

汗

〇
〇
〇

寸
の
＝

＞

め
寸
〇

寸
〇
市＝

＞

〇
∞
〇

寸
〇
＝
中
＞

SP5059
SP5061
SP5062

SP50129

SR5001
X=116130-――――――

X=116115-

SP5038  ｀ヽ

SP50105
SP50106
SP50110
SP50122
SP50107
SP50109

SP509代    ヽ

SP5092

SP5090＼

SB5008
SP5089

―

X=116130

――一―― x=116115

―…………X=116100

―

X=116085

耳員:謡7｀くく
SP50114
SP50113
SP50115

/＼
/   ＼ SP50120

X=116100 -――――――

「
ヽ一 '~ヽ
ヽ
ヽ

＜

＝

も

ヽ
う

ω
ｏ

＜

＝

も

ヽ
も

ヽ
い

＜

＝
＝
〇
ヽ

〇
〇
〇

＜

＝

６

（
う

Ｎ
ｍ

SP50100

SP50117
SP50118

X=116085 -

第18図 第 5遺構面 遺構配置図

―- 51 ・ 52 -―



(1)第 1遺構 面 鰊 倉時代後半～室町時代 )

第 1遺構面 (鎌倉時代後半～室町時代 :13世紀後半～14世紀前半頃)

第 1遺構面においては、調査区東狽1では地鎮ピットから銅鏡が出土した以外は、特に目立つ遺構は検

出されなかった。水田区画と思われる数条の畦畔状遺構や溝が検出された。水田経営に伴う溝 (水路)

の地割は現在の地割とほぼ合致し、近世初頭から踏襲されてきたことがわかる。調査区西側では特筆す

べき遺構として、鎌倉時代後半～末の遺物包含層・遺構面を切り込んで埋納銭遺構が検出された。発掘

調査で確認され、埋納方法の詳細が判明した例としては本県では初めてである。

出土遺構 (第 8～ 11図 )

SC1001(一括大量銭埋納坑)(第 19・ 20図 )

調査区西部、F・ G-19。 20グ リッドで検出された一括大量銭埋納遺構である。宋銭や明銭など、渡

来銭の大量出土の銭貨を総称して一括出土銭といい、中世に顕著な行為である。

調査地点の現況は水田であり、海抜約L=4.5mを測る。大量出土銭検出面までの調査区の基本層序

は、①表土 (水田)②～④灰オリーブ色粘質土、⑤暗灰責色粘質土 (遺物包含層)、 ⑥灰オリーブ粘質

土である。⑥層は鎌倉時代後半～末にかかる遺構面で、出土銭は⑤の遺物包含層を切り込んだ土坑に収

められていた。出土銭 (埋納銭)の検出面は現地表面から約 lm下にあたる。

銭貨の埋納坑は長軸36.6cm、 短軸22cm、 深さ6 cmで長方形の平面を呈し、土坑の掘り方いっぱいに絹

銭の状態で置かれていた。

検出時に上面の一部が遊離したが、ほぼ現状保存された状態で確認された。検出時においては、見か

け上は2絹 1対で 5列 4段に並べ重ねた状態の籍が観察された。土坑内はオリーブ黒色粘質土で充填さ

れていたが、銭の周囲の土は銅イオンの流出による黒灰色化・固結化がみられた。埋納銭上部への被覆

粘土等は認められなかった。

精査の結果、経と絹の間にズレや空間があり、各段にも不整列部がみられた。また上面、下底面の絹

には凹凸があり、絡を束ねたと思われる植物性繊維が銭に付着していた。さらに絹表面全体にも植物性

繊維が確認できた。この植物性繊維は、材質分析の結果、稲藁の紐とたであった可能性が高いことが指

摘されている。

これらのことから、10絹 (一貫絹 :1,000枚)を一絹ごとに両端を結び目にして折 り返し、 2ないし

3列 4段にまとめた銭絹・10絹 (一貫籍 :1,000枚)をつくる。これを真紐で固定し、計 4単位の小口

を揃え、全体を左状のもので梱包して真紐で束ねた埋納方法が採られたと復元される。

出土遺物 (銭貨)(第21～ 23図 )

銭種と枚数

詳細は「まとめ」の項に記載するが、53種3,715枚 (調査時)を数える。最古銭は五鎌 (後漠 初鋳

年24年 )、 最新銭は至大通賓 (元 初鋳年1310年 )である。最多銭は皇宋通費 (北宋 初鋳年1038年 )
である。総重量は約13kgで ある。

約40絹のうち 1絹の枚数が確定した20絹が97枚 (文 )、 99,96枚 (文)が 3絹、94枚 (文)が 2絹、
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98枚 (文)が 1絹あり、百文に満たない銭貨を百文に通用させる省百法が追認された。

SC1001周 辺出土遺物 (第 24・ 25図 )

SC1001埋納坑周辺は、灰オリーブ粘質上が薄く堆積していた。平面プランは不明瞭で、不定形な拡

がりをみせる。sc1001埋納坑は、この灰オリーブ粘質土層を掘り込んでいる。

本来ならば、遺物包含層扱いとするところであるが、sclool直上および sc1001の位置するF'G-19・

20と E・ F-20グリッドを中心とした範囲を特に周辺出土遺物として取 り扱った。

SC1001埋納坑周辺からは、土師質土器の杯・皿や瓦器、土師質の上錘などが出土している。出土遺

物はいずれも小片であり、完形のものはない。瓦器は和泉系で、時期的には概ね尾上分類のⅡ-3～ Ш

-2期 に収まる。出土遺物には時期的な幅があるものの、SC1001の構築時期は周辺の状況からも概ね
14世紀初頭頃と考えられる。

SC1002(―括大量出土銭関連遺構)(第19,20図 )

F・ G-19'20、 調査区西側を調査区西部、F・ G-19。 20グ リッドで検出された一括大量銭埋納遺構

である。銭貨の埋納坑である長方形の平面を示す SC1001と 切 り合う。長軸53cm、 短軸32cm、 深さ4 cm

の円形状の浅い土坑である。埋土は灰オリープ色の粘質上で周辺との差異は微妙であり、若干色調が暗

い程度である。sC1001の堀方と思われるが、銭貨の銅イオンの影響によるシミの可能性も残る。土坑

内からは土師質土器・瓦器の細片などが出上した。

出土遺物 (第25図 )

土師質土器や瓦器が出土したが、出土遺物はいずれも小片であり、実測可能なものは 1点のみであっ

た。24は和泉系の瓦器小皿である。
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0                                                  4m

第20図  SC1001周 辺平画図
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開元通費 卓し元重賓

開元通賓

開元通賓

淳化元賓 成平元賓

祥符元賓

景祐元費           呈木還責

第21図 一括大量出土銭 拓影銭種 1(S=1/1)
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至和通費 嘉祐元費

聖宋元賓

慶元通費

―括大量出土銭 拓影銭種 2(S=1/1)

治平元賓

紹興元費

紹熙元費

第22図

治平元費 熙寧元費

紹聖元費 元符通賓 大観通費

宣和元賓 建炎通費

正隆元賞
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淳祐元賓

景定元費

大未元費

皇宋元費

咸淳元賓

第23図 ―括大量出土銭 拓影銭種 3(S=1/1)

至大通賓
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SD(区画溝・用水路 )

地割を示す溝力光0条検出された。これらの溝は、陶器や磁器などの17～ 19世紀頃の出土遺物が主体を

占めることから、江戸期に形成されたものと思われる。これらの溝の大部分は現況の水田面の地割と重

なっている。これらは代々踏襲されてきたものと考えられ、現況の地割には大きな変化はみられない。

検出された溝の中には、丸木杭あるは木杭跡が溝に沿つて列状に残存しており、土留め板を支えてい

たものと考えられる。側板は残存していなかった。木杭は直径 5 cm、 長さ40cm程度の自然本を用い、そ

の一端を尖らしている。

出土遺物

近世期の陶 。磁器類の他、土師質土器の杯・皿、古墳時代の須恵器等も出上しており、出土遺物には

時期的な幅があるものの、構築時期は概ね17世紀頃と考えられる。出土須恵器等は後世の掘削時におけ

る二次的な埋没である。出土遺物はいずれも小片であり、完形のものはない。

SD1001

T～Z-56～ 68、 調査区東側を東西方向に延びる水田耕作に伴う水路である。「コ」の字状に屈曲しな

がら延び、現況の地割りと概ね一致している。埋土は青灰色にグライ化した粘質土が堆積していた。両

肩には溝に沿って鋸歯状に並ぶ木杭列がみられた。土留め板等の護岸がされていたものと思われるが、

板材は遺存していなかった。遺構内出土遺物には近世の陶・磁器が主体となるが、ほとんどが小片であ

る。時期的には江戸期以降のものと考えられる。

出土遺物 (第26図 )

肥前系をはじめとする近世期の陶・磁器類が主体的に出土している。土師質土器の杯・皿、古墳時代

の須恵器等も出土しているが、これらの須恵器等は後世の掘削時における二次的な埋没である。出土遺

物はいずれも小片であり、完形のものはない。出土遺物には時期的な幅があるものの、構築時期は概ね

17世紀頃と考えられる。

SD1003

S～ Z-55・ 56、 調査区東側を南北方向に延びる水田耕作に伴う水路である。現況の地割りと概ね一

致している。埋土は青灰色にグライ化した粘質土が堆積していた。両肩には溝に沿って鋸歯状に並ぶ木

杭列がみられた。上留め板等の護岸がされていたものと思われるが、板材は遺存していなかった。遺構

内出土遺物には近世の陶・磁器が主体となるが、ほとんどが小片である。時期的には江戸期以降のもの

と考えられる。

出土遺物 (第26図 )

肥前系・瀬戸美濃系などの近世期の陶・磁器類が主体的に出土している。土師質土器の杯・皿、古墳

時代の須恵器等も出上しているが、これらの須恵器等は後世の掘削時における二次的な埋没である。出

土遺物はいずれも小片であり、完形のものはない。出土遺物には時期的な幅があるものの、構築時期は

概ね17世紀頃と考えられる。
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SD1004

S～W-55・ 56、 調査区東側を南北方向に廷びる水田耕作に伴う水路である。現況の地割 りと概ね一

致している。埋土は青灰色にグライ化した粘質土が堆積していた。両肩には溝に沿って鋸歯状に並ぶ木

杭列がみられた。土留め板等の護岸がされていたものと思われるが、板材は遺存していなかった。遺構

内出土遺物には近世の陶・磁器が主然となるが、ほとんどが小片である。時期的には江戸期以降のもの

と考えられる。

出土遺物 (第26図 )

肥前系 。瀬戸美濃系などの近世期の陶 。磁器類が主体的に出土している。土師質土器の杯・皿・鍋・

釜等も出上している。出土遣物はいずれも小片であり、完形のものはない。出土遺物には時期的な幅が

あるものの、構築時期は概ね17世紀頃と考えられる。

SD1005

S～ W-54・ 55、 調査区東側を南北方向に延びる水田耕作に伴う水路である。現況の地割 りと概ね一

致している。埋土は青灰色にグライ化した粘質土が堆積していた。遺構内出土遺物には近世の陶・磁器

が主体となるが、ほとんどが小片である。時期的には江戸期以降のものと考えられる。

出土遺物 (第27図 )

肥前系や備前などの近世期の陶・磁器類が主体的に出土している。土師質土器の杯・皿類も出土して

いる。出土遺物はいずれも小片であり、完形のものはない。出土遺物には時期的な幅があるものの、構

築時期は概ね17世紀頃と考えられる。

SD1006

Q～ U-44～ 46、 調査区東側を南北方向に延びる水田耕作に伴う水路である。現況の地割りと概ね一

致している。埋土は青灰色にグライ化した粘質土が堆積していた。遺構内出土遺物には近世の陶・磁器

が主体となるが、ほとんどが小片である。出土遺物には時期的な幅があるものの、構築時期はIllね 17世

紀頃と考えられる。

出土遺物 (第27図 )

肥前系 。瀬戸美濃系などの近世期の陶・磁器類の他、土師質土器の杯・皿類も出土している。出土遺

物はいずれも小片であり、実測可能なものは少ない。 7は土師質土器の悟鉢である。

SD1007

Q～ X-44・ 45、 調査区中央部を南北方向に延びる水田耕作に伴う水路である。現況の地割 りと概ね

一致している。埋土は青灰色にグライ化した粘質土が堆積していた。遺構内出土遺物には近世の陶・磁

器が主体となるが、ほとんどが小片である。出土遺物には時期的な幅があるものの、構築時期は概ね16

世紀頃と考えられる。
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出土遺物 (第27図 )

肥前系や備前などの近世期の陶・磁器類の他、土師質土器の杯・皿類も出土している。出土遺物はい

ずれも小片であり、実測可能なものは少ない。 8は備前焼の指鉢である。日縁部の肥厚は小さく、端部

は四角く収める。

SD1009

P～ W-40・ 41、 調査区中央部を南北方向に延びる水田耕作に伴う水路である。現況の地割 りと概ね

一致している。埋土は青灰色にグライ化した粘質土が堆積していた。遺構内出土遺物には近世の陶・磁

器が主体となるが、ほとんどが小片である。出土遺物には時期的な幅があるものの、構築時期は概ね16

世紀頃と考えられる。

出土遺物 (第27図 )

肥前系や備前などの近世期の陶 。磁器類の他、土師質土器の杯・皿類も出土している。出土遺物はい

ずれも小片であり、実測可能なものは少ない。 9は備前焼の播鉢である。

SD1014

0～R-38～ 41、 調査区中央部を南北方向に延びる水田耕作に伴う水路である。現況の地割 りと概ね

一致している。埋土は青灰色にグライ化した粘質上が堆積していた。遺構内出土遺物には近世の陶・磁

器が主体となるが、ほとんどが小片である。出土遺物には時期的な幅があるものの、構築時期は概ね16

世紀頃と考えられる。

出土遺物 (第27図 )

肥前系や備前などの近世期の陶 。磁器類の他、土師質土器の杯 。皿類も出上している。出土遺物はい

ずれも小片であり、実測可能なものは少ない。10は唐津焼の皿である。みこみに砂目がみられる。

SD1016

P～ T-34・ 35、 調査区中央部を南北方向に延びる水田耕作に伴う水路である。現況の地割 りと概ね

一致している。埋土は青灰色にグライ化した粘質上が堆積していた。遺構内出土遺物には近世の陶 。磁

器が主体となるが、ほとんど力Ⅵ 片ヽである。出土遺物には時期的な幅があるものの、構築時期は概ね16

世紀頃と考えられる。

出土遺物 (第27図 )

肥前系・瀬戸美濃系などの近世期の陶・磁器類の他、土師質土器の杯・皿類も出土している。出土遺

物はいずれも小片であり、実測可能なものは少ない。12は肥前系の瓶である。
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SD1017

0～ R-35～ 37、 調査区中央部を南北方向に延びる水田耕作に伴う水路である。現況の地割りと概ね

一致している。埋土は青灰色にグライ化した粘質土が堆積していた。遺構内出土遺物には近世の陶 。磁

器が主体となるが、ほとんどが小片である。出土遺物には時期的な幅があるものの、構築時期は概ね16

世紀頃と考えられる。

出土遺物 (第27図 )

肥前系・瀬戸美濃系などの近世期の陶・磁器類の他、土師質土器の杯・皿類も出上している。出土遺

物はいずれも小片であり、実測可能なものは少ない。13～ 15は唐津焼の皿である。

SD1018

0～R-35～ 37、 調査区中央部を南北方向に延びる水田耕作に伴う水路である。現況の地割 りと41nね

一致している。埋土は青灰色にグライ化した粘質上が堆積していた。遺構内出土遺物には近世の陶 。磁

器が主体となるが、ほとんどが小片である。出土遺物には時期的な幅があるものの、構築時期は概ね16

世紀頃と考えられる。

出土遺物 (第28図 )

肥前系・瀬戸美濃系などの近世期の陶・磁器類の他、土師質土器の杯・皿類、瓦器椀等も出上してい

る。出土遺物は近世の陶・磁器が主体となるが、出土遺物はいずれも小片であり、実測可能なものは少

ない。土師質土器の杯・皿類の底部の切 り離しは回転糸切りである。

SD1019

T～Z-56～ 68、 調査区中央部を東西方向に延びる水田耕作に伴う水路である。現況の地害Jり と概ね

一致している。埋土は青灰色にグライ化した粘質上が堆積していた。両肩には溝に沿って鋸歯状に並ぶ

木杭列がみられた。土留め板等の護岸がされていたものと思われるが、板材は遺存していなかった。遺

構内出土遺物はほとんど力Mヽ片である。出土遺物には時期的な幅があるものの、構築時期は概ね16世紀

頃と考えられる。

出土遺物 (第28図 )

肥前系をはじめとする近世期の陶・磁器類の他、土師質土器の杯・皿、瓦器椀、輸入磁器等が出土し

ている出土遺物はいずれも小片であり、完形のものはない。瓦器椀は和泉系であり、時期的には尾上分

類のⅢ-1期に収まるものと思われる。

SD1022

J～ N-28・ 29、 調査区中央部を南北方向に延びる水田耕作に伴う水路である。現況の地割 りと概ね

一致している。埋土は青灰色にグライ化した粘質土が堆積していた。遺構内出土遺物には近世の陶・磁

器が主体となるが、ほとんどが小片である。出土遣物には時期的な幅があるものの、構築時期は概ね16

世紀頃と考えられる。
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出土遺物 (第29図 )

肥前系や備前などの近世期の陶・磁器類の他、土師質土器の杯・皿類も出土している。出土遣物はい

ずれも小片であり、実測可能なものは少ない。1は備前焼の指外である。

SD1025

J・ K-17～ 20、 (L～O-25～ 28)、 調査区中央部を南北方向に延びる水田耕作に伴う水路である。現

況の地割りと概ね一致している。埋土は青灰色にグライ化した粘質上が堆積していた。遺構内出土遺物

には近世の陶 。磁器が主体となるが、ほとんどが小片である。出土遺物には時期的な幅があるものの、

構築時期は概ね16世紀頃と考えられる。

出土遺物 (第29図 )

肥前系や備前などの近世期の陶 。磁器類の他、土師質土器の杯 。皿類も出土している。出土遺物はい

ずれも小片であり、実測可能なものは少ない。 2は扁平な円礫で、おはじきと思われる。

SD1031

C～H-3～ 5(C～ H-13・ 14)、 調査区西部を南北方向に延びる溝である。平面プランは不明瞭で

ある。埋土は黒色粘質土が堆積していた。遺構内出土遺物には土師質土器・瓦器等がみられるが、ほと

んどが小片である。出土遺物には時期的な幅があるものの、構築時期は411ね 14世紀頃と考えられる。
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出土遺物 (第29図 )

土師質土器の杯・皿類の他、土師質の上錘、輸入磁器も出土している。出土遺物はいずれも小片であ

り、実測可能なものは少ない。土師質土器の杯・皿類の底部の切り離しは回転糸切 りと回転ヘラ切 りが

みられる。

SD1032

C～ G-12・ 13、 調査区西部を南北方向に延びる溝である。平面プランは不明瞭である。埋土は黒色

粘質土が堆積していた。遺構内出土遺物には土師質土器・瓦器等がみられるが、ほとんどが小片であ

る。出土遺物には時期的な幅があるものの、構築時期は概ね14世紀頃と考えられる。

出土遺物 (第30・ 31図 )

土師質土器の杯・皿類の他、土師器・瓦器・須恵器・土師質の土錘、白磁の碗・四耳壺などの輸入磁

器が出土している。出土遺物はいずれも小片であり、実測可能なものは少ない。瓦器椀は椀・皿はほと

んどが和泉系であり、時期的には尾上分類のⅡ-3～ Ⅲ-1期に収まるものと思われる。土師質土器の

杯・皿類の底部の切 り離しは回転糸切 りと回転ヘラ切りがみられる。

SD1033

F～ H-11・ 12、 調査区西部を南北方向に延びる溝である。平面プランは不明瞭である。埋土は黒色

粘質上が堆積 していた。遺構内出土遺物には土師質土器・瓦器等がみられるが、ほとんどが小片であ

る。出土遺物には時期的な幅があるものの、構築時期は概ね14世紀頃と考えられる。

出土遺物 (第 32・ 33図 )

土師質土器の杯・皿類の他、土師器・瓦器・須恵器・土師質の上錘、白磁などの輸入磁器が出土して

いる。出土遺物はいずれも小片であり、実測可能なものは少ない。瓦器椀は椀・皿はほとんどが和泉系

であり、時期的には尾上分類のⅡ-3～ Ⅲ-1期に収まるものと思われる。土師質土器の杯・皿類の底
部の切り離しは回転糸切りと回転ヘラ切りがみられる。

SD1034

F・ G-16・ 17、 調査区西部を南北方向に延びる溝である。平面プランは不明瞭である。坦土は黒色

粘質土が堆積していた。遺構内出土遺物には土師質土器 。瓦器等がみられるが、ほとんどが小片であ

り、実測可能なものは少ない。出土遺物には時期的な幅があるものの、構築時期はIFAね 14世紀頃と考え

られる。

出土遺物 (第34図 )

土師質土器の杯・皿類の他、土師器・瓦器・須恵器・土師質の上錘、輸入磁器などが出上している。

出土遺物はいずれも小片であり、実測可能なものは少ない。土師質土器の杯・皿類の底部の切 り離しは

回転ヘラ切りがみられる。
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SD1035

E・ F-17・ 18、 調査区西部を南北方向に延びる溝である。平面プランは不明瞭である。埋土は黒色

粘質土が堆積 していた。遺構内出土遺物には土師質土器・瓦器等がみられるが、ほとんどが小片であ

る。出土遣物には時期的な幅があるものの、構築時期は概ね14世紀頃と考えられる。

出土遺物 (第34図 )

土師質土器の杯・皿類の他、土師器・瓦器・須恵器・土師質の土錘、白磁などの輸入磁器が出上して

いる。出土遺物はいずれも小片であり、実測可能なものは少ない。瓦器椀は椀・皿はほとんどが和泉系

であり、時期的には尾上分類のⅢ-1期 に収まるものと思われる。土師質土器の杯 。皿類の底部の切り
離しは回転糸切 りと回転ヘラ切りがみられる。

SD1036

D～ G-16・ 17、 調査区西部を南北方向に延びる溝である。平面プランは不明瞭である。埋土は黒色

粘質土が堆積していた。遺構内出土遺物には土師質土器・瓦器等がみられるが、ほとんどが小片であ

り、実測可能なものは少ない。出土遺物には時期的な幅があるものの、構築時期は概ね14世紀頃と考え

られる。
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出土遺物 (第35図 )

土師質土器の杯・皿類の他、土師器・瓦器・須恵器・土師質の上錘、輸入磁器などが出土している。

出土遺物はいずれも小片であり、実測可能なものは少ない。土師質土器の杯・皿類の底部の切り離しは

回転糸切 りと回転ヘラ切りがみられる。

SD1037

F・ G-16・ 17、 調査区西部を南北方向に廷びる溝である。平面プランは不明瞭である。埋土は黒色

粘質土が堆積していた。遺構内出土遺物には土師質土器・瓦器等がみられるが、ほとんどが小片であ

り、実測可能なものは少ない。出土遺物には時期的な幅があるものの、構築時期は概ね14世紀頃と考え

られる。

出土遺物 (第35図 )

土師質土器の杯・皿類の他、土師器・瓦器・須恵器・土師質の土錘、輸入磁器などが出上している。

出土遺物はいずれも小片であり、実測可能なものは少ない。土師質土器の杯・皿類の底部の切 り離しは

回転糸切りと回転ヘラ切りがみられる。22は土師器の高杯脚部である。

SD1038

G・ H-14～ 17、 調査区西部を南北方向に延びる溝である。平面プランは不明瞭である。埋土は黒色

粘質土が堆積していた。遺構内出土遺物には土師質土器 ,瓦器等がみられるが、ほとんどが小片であ

り、実測可能なものは少ない。出土遺物には時期的な幅があるものの、構築時期は概ね14世紀頃と考え

られる。

出土遺物 (第35図 )

土師質土器の杯・皿類の他、土師器・瓦器・須恵器・土師質の土錘、輸入磁器などが出上している。

出土遺物はいずれも小片であり、実測可能なものは少ない。瓦器椀は椀・皿はほとんどが和泉系であり、

時期的には尾上分類のⅢ-1期 に収まるものと思われる。

SD1039

E～ G-17～ 19、 調査区西部を南北方向に延びる溝である。平面プランは不明瞭である。埋土は黒色

粘質土が堆積していた。遺構内出土遺物には土師質土器・瓦器等がみられるが、ほとんどが小片であ

り、実測可能なものは少ない。出土遺物には時期的な幅があるものの、構築時期は概ね14世紀頃と考え

られる。

出土遺物 (第36図 )

土師質土器の杯・皿類の他、土師器・瓦器・須恵器・土師質の上錘、輸入磁器などが出土している。

出土遺物はいずれも小片であり、実測可能なものは少ない。瓦器椀は椀・皿はほとんどが和泉系であり、

時期的には尾上分類のⅢ-1期に収まるものと思われる。土師質土器の杯・皿類の底部の切り離しは回

転糸切りと回転ヘラ切りがみられる。
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SD1040

F～ H-19。 20、 調査区西部を南北方向に延びる溝である。平面プランは不明瞭である。埋土は黒色

粘質上が堆積 していた。遺構内出土遺物には土師質土器 。瓦器等がみられるが、ほとんどが小片であ

り、実測可能なものは少ない。出土遺物には時期的な幅があるものの、構築時期は概ね14世紀頃と考え

られる。

出土遣物 (第37図 )

土師質土器の杯・皿類の他、瓦器・土師質の上錘などが出土している。出土遺物はいずれも小片であ

り、実測可能なものは少ない。瓦器椀は椀 。皿はほとんどが和泉系であり、時期的には尾上分類のⅢ―

1期 に収まるものと思われる。土師質土器の杯・皿類の底部の切り離しは回転糸切 りと回転ヘラ切 りが

みられる。
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SI(水田状遺構 )

調査区東側で主に検出された畦畔 (SG)お よび溝 (SD)に 区画された範囲を sIと した。sDと 共伴

する水田遺構と考えられ、方位に沿って廷び、基本的には東西南北を志向する。東側よりS11001～ 1009

の記号を与えた。残存状態は良好ではなく、明瞭に整然と区画は確認できない。出土遺物は少なく、詳

細な時期の判明するものは少ないが、時期的には概ね江戸時代の遺構と思われる。

出土遺物

近世の陶 。磁器片や土師質土器片、土師質の上錘などが散見したが、いずれの区画も出土量は少なく、

いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

SH 002

H～ L-56～ 61、 調査区東側で主に検出された畦畔 (SG)お よび溝 (SD)に 区画された範囲を sIと

した。SDと 共伴する水田遺構と考えられ、方位に沿って延び、基本的には東西南北を志向する。残存

状態は良好ではなく、明瞭に整然と区画は確認できない。出土遺物は少なく、詳細な時期の判明するも

のは少ないが、時期的には概ね江戸時代の遺構と思われる。

出土遺物 (第38図 )

近世の陶・磁器片や土師質土器片、須恵質土器片、土師質の上錘、砥石などが散見しているが、出土

量は少なく、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

SH 002

W・ X-62・ 63、 調査区東側で主に検出された畦畔 (SG)お よび溝 (SD)に 区画された範囲を sIと

した。SDと 共伴する水田遺構と考えられ、方位に沿って延び、基本的には東西南北を志向する。残存

状態は良好ではなく、明瞭に整然と区画は確認できない。出土遺物は少なく、詳細な時期の判明するも

のは少ないが、時期的には概ね江戸時代の遺構と思われる。

出土遺物 (第38図 )

近世の陶・磁器片や土師質土器片、須恵質土器片、土師質の上錘などが散見しているが、出土量は少

なく、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

SH 005

U～X-60・ 61、 調査区東側で主に検出された畦畔 (SG)お よび溝 (SD)に 区画された範囲を sIと

した。SDと 共伴する水田遺構と考えられ、方位に沿って延び、基本的には東西南北を志向する。残存

状態は良好ではなく、明瞭に整然と区画は確認できない。出土遺物は少なく、詳細な時期の判明するも

のは少ないが、時期的には概ね江戸時代の遺構と思われる。

出土遺物 (第38図 )

近世の陶・磁器片や土師質土器片、須恵質土器片、土師質の上錘などが散見しているが、出土量は少
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なく、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

SH 006

U・ V-61・ 62、 調査区東側で主に検出された畦畔 (SG)お よび溝 (SD)に区画された範囲を sIと

した。SDと 共伴する水田遺構と考えられ、方位に沿って延び、基本的には東西南北を志向する。残存

状態は良好ではなく、明瞭に整然と区画は確認できない。出土遺物は少なく、詳細な時期の判明するも

のは少ないが、時期的には概ね江戸時代の遺構と思われる。

出土遺物 (第39図 )

近世の陶・磁器片や土師質土器片、須恵質土器片、土師質の上錘などが散見しているが、出土量は少

なく、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

SH 007

S～U-59～ 63、 調査区東側で主に検出された畦畔 (SG)お よび溝 (SD)に 区画された範囲を sIと

した。SDと 共伴する水田遺構と考えられ、方位に沿って延び、基本的には東西南北を志向する。残存

状態は良好ではなく、明瞭に整然と区画は確認できない。出土遺物は少なく、詳細な時期の判明するも

のは少ないが、時期的には概ね江戸時代の遺構と思われる。

出土遺物 (第39図 )

近世の陶・磁器片や土師質土器片、須恵質土器片、土師質の上錘などが散見しているが、出土量は少

なく、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

Sl1 009

T～ V-58～ 60、 調査区東側で主に検出された畦畔 (SG)お よび溝 (SD)に 区画された範囲を sIと

した。SDと 共伴する水田遺構と考えられ、方位に沿って延び、基本的には東西南北を志向する。残存

状態は良好ではなく、明瞭に整然と区画は確認できない。出土遺物は少なく、詳細な時期の判明するも

のは少ないが、時期的には概ね江戸時代の遺構と思われる。

出土遺物 (第39図 )

近世の陶 。磁器片や土師質土器片、須恵質土器片、土師質の上錘などが散見しているが、出土量は少

なく、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。
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SG(畦畔状遺構 )

調査区東側で主に検出された畦畔状の遺構である。旧水田の畦畔痕跡と考えられ、方位に沿って廷び、

基本的には東西南北を志向する。出土遺物は少なく、詳細な時期の判明するものは少ないが、SDと 共

伴する水田遺構と考えられ、時期的には概ね江戸時代の遺構と思われる。

出土遺物

近世の陶・磁器片や土師質土器片などが出土したが、実測可能なものはほとんどなかった。

SG1009

V～Z-55・ 56、 調査区東側で主に検出された畦畔状の遺構である。旧水田の痕跡と考えられ、方位

に沿って延び、基本的には東西南北を志向する。sDと 共伴する水田遺構と考えられる。出土遺物は少

なく、詳細な時期の判明するものは少ないが、唐津などの陶器類もみられ、室町時代以降のものと考え

られる。

出土遺物 (第39図 )

土師質土器などが多数出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは 1点のみであった。

9は瀬戸美濃系の陶器の碗と思われる。

＼      γ

l

S11006

/́ 8

ア

S11009

第39図 SiO SG出土遺物 (1006・ 1007・ 1009。 SG1009)

o                                   20cm
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SK(上坑 )

SKと したものは、358基 を数える。平面形は円形状または四角形状を呈するが、不定形なものも多

くみられる。特に調査区西側、寺山の麓付近では土坑が密集してみられた。墓とは断定できないが、諸

状況から墓の可能性がある。極小片のため詳細は不明であるが、人骨と思われる骨片が出上しているも

のもあり、土壊墓であると考えられる。

SK1008

T・ U・ V-63・ 64、 円形の上坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。出土遺物には唐津などの陶器類

もみられ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第40図 )

土師質土器などが多数出上しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは 1点のみであった。

1は伊万里青磁の鉢と思われる。

SK1016

T・ U-59・ 60、 円形の土坑。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われ

る。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第40図 )

土師質土器・須恵質土器などが出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

SK1024

VoX-55・ 56、 半円形の上坑。埋土は礫・土器片が多く混じる。出土遺物には唐津などの陶器類も

みられ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第40図 )

土師質土器などが多数出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは 1′点のみであった。

3は土師質土器の釜である。

SK1034

V-54、 楕円形の上坑。埋土は礫・土器片が多く混じる。出土遺物などから室町時代以降のものと考

えられる。

出土遺物 (第40図 )

土師質土器などが出上しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。 4は和泉系の瓦

器小皿である。
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SK1036

T・ U-53～ 55、 楕円形の上坑。埋土は礫・土器片が多く混じる。出土遺物などから室町時代以降の

ものと考えられる。

出土遺物 (第40図 )

土師質土器などが出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。 5は滑石の石製

品である。円盤状を呈する。石鍋の再加工品と思われる。

SK1082

U～ W-46・ 47、 四角形状の上坑。埋土は礫・土器片が多く混じる。出土遺物には唐津などの陶器類

もみられ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第40図 )

土師質土器の杯・皿類などが多数出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

土師質土器の杯・皿類の底部の切り離しは回転糸切りである。

SK1083

U・ V-46～ 48、 四角形状の土坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。出土遺物には唐津などの陶器類

もみられ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第40図 )

土師質土器の杯・皿類などが多数出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは 1点のみ

である。10は土師質土器の杯で、底部の切り離しは回転糸切りである。

SK1090

T・ U-57・ 58、 不定形の土坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄

土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物には唐津などの陶器類もみられ、室町時代以降のものと考

えられる。

出土遺物 (第40図 )

土師質土器の杯・皿類などが多数出上しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは 1点のみ

である。11は唐津の皿である。

SK1093

T・ U-58・ 59、 楕円形状の上坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃

棄土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物には唐津などの陶器類もみられ、室町時代以降のものと

考えられる。
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出土遺物 (第40図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿類・陶磁器類などが出土しているが、いずれも小片であり、実測可能

なものは少ない。13は肥前系の染付の椀、伊万里と思われる。14は唐津の皿である。

SK1098

U～W-40・ 41、 不定形の上坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄

土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物には唐津などの陶器類もみられ、室町時代以降のものと考

えられる。

出土遺物 (第40図 )

土師質土器の杯・皿類などが多数出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは 1点のみ

である。15は土師質土器の杯で、底部の切り離しは回転糸切りである。

SKl103

Q・ R-44。 45、 半円形の上坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫 。土器片が多 く混じる。廃棄

土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物には唐津などの陶器類もみられ、室町時代以降のものと考

えられる。

出土遺物 (第40図 )

出土遺物には土師質土器の杯・皿類などがみられるが、いずれも小片であり、実測可能なものはなか

つた。16～ 18は不明土製品である。表面に凹凸があり、何らかの型の可能性も考えられる。表面に二次

的な被熱はみられない。

SKl105

T～ V-41・ 42、 精円形の上坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。出土遺物などから室町時代以降の

ものと考えられる。

出土遺物 (第41図 )

土師質土器などが出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。土師質土器の杯

は形態的には体部が直立気味に上方に廷びるものが主体となっている。底部の切り離しは回転糸切 りで

ある。

SKllll

U～W-41・ 42、 精円形状の土坑。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思

われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第41図 )

土師質土器・須恵質土器などが出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは 1点のみで
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ある。

SKl133

Q・ R-39～ 41、 円形状の土坑。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思わ

れる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第41図 )

土師質土器・須恵質土器などが出上しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは 1点のみで

ある。 7は和泉系の瓦器小皿である。
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SKl139

S-39、 四角形状の上坑。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われる。

出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第41図 )

土師質土器・須恵質土器などが出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは 1点のみで

ある。 8は土師質土器の杯である。

SKl140

U-38・ 39、 四角形状の上坑。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われ

る。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第41図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などがある。いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。土師質

土器の杯は形態的には体部が直立気味に上方に延びるものが主体となっている。底部の切り離しは回転

糸切りである。

SKl141

T・ U-39。 40、 四角形状の土坑。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思

われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第42図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などがある。いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。土師質

土器の杯は形態的には体部が直立気味に上方に延びるものが主体となっている。底部の切り離しは回転

糸切りのものが主体であるが、一部回転ヘラ切りが混在する。

SKl142

R～T-38。 39、 楕円形状の上坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思

われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第42図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などがある。いずれも小片であり、実沢1可能なものは少ない。土師質

土器の杯は形態的には体部が直立気味に上方に延びるものが主体となっている。底部の切り離しは回転

糸切りである。

SKl143

T・ U-37～ 39、 四角形状の上坑。埋土は礫・土器片が多 く混 じる。廃棄土坑 (整地層)であると思

われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。
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出土遺物 (第43図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などがある。いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。土師質

土器の杯・皿類の底部の切 り離しは回転糸切りである。

SKl145

RoS-37～ 40、 楕円形状の上坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃
棄土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第43図 )

土師質土器などが多数出上している。土師質土器は杯・皿・小皿が出上している。完形品はない。底

部の切り離しは回転糸切 りである。形態的には体部が直立気味に上方に延びるものが主体となってい

る。

SKl147

S・ T-42・ 43、 四角形状の土坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃

棄土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第44図 )

土師質土器などが多数出上している。土師質土器は杯・皿・小皿が出土している。底部の切り離しは

回転糸切りである。

SKl148

SoT-39、 円形の土坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われる。

出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第44図 )

土師質土器等が多数出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは 1点のみであった。 6

は土師質土器の皿である。底部の切り離しは回転糸切りである。

SKl154

S'T-36、 精円形の上坑。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われる。

出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第44図 )

土師質土器 。須恵質土器等が出上しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは 1点のみであ

つた。 7は東播系の須恵質土器の鉢である。
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SKl170

U-44、 精円形状の土坑。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われる。

出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第44図 )

土師質土器等が多数出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは2点のみであった。10・

11は土師質土器の杯である。底部の切り離しは回転糸切りである。

SKl172

P・ Q-33・ 34、 円形状の土坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思わ

れる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第44図 )

土師質土器等が多数出上しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは 1点のみであった。12

は土師質土器の杯である。底部の切り離しは回転糸切りである。

SKl177

P-34・ 35、 楕円形状の土坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われ

る。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第44図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などがある。いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。上師質

土器の杯は形態的には体部が直立気味に上方に延びるものが主体となっている。底部の切り離しは回転

糸切りである。

SKl179

N～P-33・ 34、 楕円形状の土坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思

われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第44図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などがある。いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。土師質

土器の杯・皿類の底部の切り離しは回転糸切 りである。

SKl185

D-32、 楕円形状の土坑。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われる。

出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。
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出土遺物 (第44図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などがある。いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。土師質

土器の杯は形態的には体部が直立気味に上方に延びるものが主体となっている。底部の切り離しは回転

糸切 りである。

SKl186

S・ T-38、 楕円形の土坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多 く混 じる。廃棄土坑

(整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第45図 )

上師質土器・瓦器が多数出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。瓦器は椀・

小皿が出上している。完形品はなく、いずれも小片である。杭・皿はほとんどが和泉系であり、時期的

には尾上分類のⅢ-1期 に収まるものと思われる。土師質土器は杯・皿・小皿が出土している。完形品
は少ない。底部の切り離しは回転糸切 りである。

SKl188

N～P-33、 楕円形の土坑。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われる。

出土遺物には唐津・京焼などの陶器類もみられ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第45図 )

土師質土器などが多数出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは2点のみであった。

28は京焼の碗である。29は土師質土器の小皿で底部切り離しは回転糸切りである。

SKl189

P-31・ 32、 楕円形状の上坑。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われ

る。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第45図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などがある。いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。土師質

土器の杯は形態的には体部が直立気味に上方に延びるものが主体となっている。底部の切り離しは回転

糸切りである。

SKl191

P・ Q-32・ 33、 四角形状の上坑。埋土は礫 。土器片が多 く混 じる。廃棄土坑 (整地層)であると思

われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第46図 )

土師質土器・須恵質土器などが出土しているが、いずれも小片である。1は瀬戸美濃系の陶器の皿で、
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みこみに蓮弁文が線刻される。 2は土師質土器の杯である。

SKl196

N・ O-31・ 32、 円形状の土坑。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思わ

れる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第46図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などがみられるが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

土師質土器の杯は形態的には体部が直立気味に上方に延びる。底部の切 り離しは回転糸切りである。

SKl197

N-31・ 32、 円形状の上坑。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われる。

出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第46図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などがみられるが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

土師質土器の杯は形態的には体部が直立気味に上方に廷びるものが主体となっている。底部の切 り離し

は回転糸切りである。

SKl198

N・ O-31,32、 四角形状の上坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思

われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第46図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿 。輸入陶磁器などがみられるが、いずれも小片であり、実測可能なも

のは少ない。土師質土器の杯は形態的には体部が直立気味に上方に延びるものが主体となっている。底

部の切り離しは回転糸切りである。

SKl199

0-31、 四角形状の上坑。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われる。

出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第46図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿類などがみられるが、いずれも小片であり、実測可能なものはない。

17は土師質の管状土錘である。

SK1200

0-31・ 32、 三角形状の土坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫 。土器片が多く混じる。廃棄土
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坑 (整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第46図 )

土師質土器などが多数出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは 1点のみである。18

は和泉系の瓦器椀である。尾上分類のⅢ-2期に属するものと思われる。

SK1201

N～P-33・ 34、 三角形状の上坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫 。土器片が多 く混じる。廃

棄土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第46図 )

土師質土器などが多数出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは 1点のみである。19

は土師質土器の小皿である。底部の切 り離しは回転糸切りである。

SK1204

L'M-31・ 32、 楕円形状の土坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思

われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第46図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿・輸入陶磁器などがみられるが、いずれも小片であり、実測可能なも

のは少ない。土師質土器の杯は形態的には体部が直立気味に上方に延びるものが主体となっている。底

部の切り離しは回転糸切りである。

SK1210

0・ P-29・ 30、 四角形状の上坑。埋土は礫・土器片が多 く混 じる。廃棄土坑 (整地層)であると思

われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第46図 )

出土遺物は土師質土器の杯 。皿・輸入陶磁器などがみられるが、いずれも小片であり、実測可能なも

のは少ない。土師質土器の杯は形態的には体部が直立気味に上方に延びるものが主体となっている。底

部の切り離しは回転糸切りである。

SK1211

0・ P-29。 30、 四角形状の上坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思

われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第46図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿・輸入陶磁器などがみられるが、いずれも小片であり、実測可能なも
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のは少ない。土師質土器の杯は形態的には体部が直立気味に上方に延びるものが主体となっている。底

部の切り離しは回転糸切りである。

SK1212

0,P-28～ 30、 三角形状の土坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃

棄土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第46図 )

土師質土器などが多数出上しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは 1点のみである。

は土師質土器の小皿である。底部の切り離しは回転糸切りである。

SK1214

P,Q-28・ 29、 楕円形状の土坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃

棄土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第46図 )

土師質土器などが多数出上しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは2点のみである。28・

29は土師質土器の皿である。底部の切 り離しは回転糸切 りである。

SK1215

0,P-28。 29、 精円形状の上坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思

われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第46図 )

土師質土器・瓦器などが多数出上しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは 2点のみであ

る。30は和泉系の瓦器椀である。尾上分類のⅢ-2期に属するものと思われる。31は土師質土器の皿で

ある。底部の切り離しは回転糸切りである。

SK1216

0,P-28・ 29、 楕円形状の上坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思

われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第46図 )

土師質土器・瓦器などが多数出上しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは2点のみであ

る。32は土師質土器の小皿である。底部の切り離しは回転糸切 りである。33は土師質土器の管状土錘で

ある。
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SK1218

N'0-28・ 29、 精円形状の上坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思

われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第47図 )

土師質土器・瓦器などが多数出上しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは 2点のみであ

る。 1は土師質土器の杯、 2は小皿である。底部の切り離しは回転糸切りである。

SK1223

NoO-27・ 28、 五角形状の不定形な土坑。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄土坑 (整地層)で

あると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第47図 )

土師質土器・瓦器などが多数出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。上師

質土器は皿が目立つ。土師質土器の杯・皿類の底部の切り離しは回転糸切りである。

SK1228

N-35,36、 四角形状の土坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われ

る。出土遣物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第47図 )

土師質土器・瓦器などが多数出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。27は

土師器の杯で、体部は直線的に外上方に延びる。底部の切 り離しは回転ヘラ切りである。

SK1237

H・ I-26、 四角形状の上坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われ

る。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第47図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などがみられるが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

32は黒色土器 B類椀である

SK1239

H・ I-24～ 26、 四角形状の土坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思

われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第47図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿・輸入陶磁器などがみられるが、いずれも小片であり、実測可能なも
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のは少ない。33は土師質土器の杯である。白っぽい胎土をし、体部は屈曲して外上方に延びる。吉備系

土師質土器と思われる。

SK1249

P,Q-28・ 29、 楕円形状の土坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃

棄土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第47図 )

土師質土器などが多数出上しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは 1点のみである。34

は土師質土器の杯である。底部の切り離しは回転糸切 りである。

SK1253

K・ L-23・ 24、 長楕円形の上坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多 く混 じる。廃

棄土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第47図 )

土師質土器・瓦器が多数出上しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。瓦器は椀・

小皿が出土している。完形品はなく、いずれも小片である。椀・皿はほとんどが和泉系であり、時期的

には尾上分類のⅢ-1期に収まるものと思われる。土師質土器は杯・皿・小皿が出土している。完形品
は少ない。底部の切り離しは回転糸切りである。

SK1268

H・ I-17・ 18、 四角形状の上坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思

われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第47図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などがみられるが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

37は土師質の管状土錘である

SK1270

G～ I-17・ 18、 四角形状の土坑。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思

われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第47図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などがみられるが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

38は土師質の管状土錘である。
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SK1279

F～ H-17～ 19、 四角形状の上坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思

われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第48図 )

出土遣物は土師質土器の杯・皿・輸入陶磁器などがみられるが、いずれも小片であり、実測可能なも

のは少ない。 1は 白磁の椀、 2は土師質の管状土錘である。

SK1282

G・ H-17・ 18、 四角形状の土坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思

われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第48図 )

土師質土器・瓦器が多数出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。 3は鉄釘

である。

SK1283

G・ H-17・ 18、 四角形状の上坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思

われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第48図 )

土師質土器・瓦器が多数出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。瓦器は椀・

小皿が出土している。完形品はなく、いずれも小片である。椀・皿はほとんどが和泉系であり、時期的

には尾上分類のⅢ-1期に収まるものと思われる。上師質土器は杯・皿・小皿が出上している。完形品

は少ない。底部の切 り離しは回転糸切 りである。

SK1285

G・ H-17・ 18、 四角形状の上坑。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思

われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第48図 )

土師質土器・瓦器が多数出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。 6は北宋

銭で元豊通賓である。

SK1292

H・ I-16、 四角形状の上坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われ

る。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。
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出土遺物 (第48図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿 。輸入陶磁器などがみられるが、いずれも小片であり、実測可能なも

のは少ない。 7は白磁の椀で玉縁口縁の肥厚は小さく、森田分類の白磁碗Ⅱ-1類にあたるものと思わ
れる。

SK1295

HoI-16、 不定形の上坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑

(整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第48図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿 。輸入陶磁器・管状土錘などがみられるが、いずれも小片であり、実

測可能なものは少ない。 8は 白磁の椀で日縁部は外反する。森田分類の白磁碗Ⅷ-1類にあたるものと
思われる。

SK1296

F～ H-16。 17、 長楕円形の上坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃

棄土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第48図 )

土師質土器・輸入磁器等が出上しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。輸入磁

器は龍泉窯の碗で、体部外面に蓮弁文をもつ。土師質土器は杯・皿類の他、鍋・釜が出土している。完

形品は少ない。杯・皿類の底部の切 り離しは回転糸切りである。

SK1298

F・ G-16・ 17、 四角形状の土坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思

われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第48図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿・輸入陶磁器などがみられるが、いずれも小片であり、実測可能なも

のは少ない。15は白磁の椀で底部外面にカンナのケズリ痕が明瞭にみられる。森田分類の白磁碗Ⅳ類に

あたるものと思われる。

SK1299

G・ H-17・ 18、 三角形状の土坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多く混 じる。廃

棄土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第48図 )

土師質土器などが多数出上しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは 1点のみである。18
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は土師質土器の小皿である。底部の切 り離しは回転糸切 りである。

SK1302

E-14。 15、 円形の土坑。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われる。

出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第49図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿類や須恵質土器などがみられるが、いずれも小片であり、実測可能な

ものは少ない。 2は東播系の須恵質土器の鉢である。

SK1306

J・ K-29、 円形の上坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われる。

出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第49図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿類や須恵質土器・輸入磁器などがみられるが、いずれも小片であり、

実測可能なものは少ない。 3は 白磁の椀で高台は高い。体部内面下半に沈線が巡り、みこみを輪状に釉

を掻き取る。森田分類の白磁碗Ⅷ-1類にあたるものと思われる。

SK1307

J・ K-29、 精円形状の土坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われ

る。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第49図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿類や瓦器椀などがみられるが、いずれも小片であり、実測可能なもの

は少ない。 4は土師質土器の小皿である。 5は和泉系の瓦器椀でⅢ-1期に属するものと思われる。

SK1308

J・ K-29、 円形の上坑。埋土は礫・土器片が多 く混 じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われる。

出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第49図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿類や瓦器類などがみられるが、いずれも小片であり、実測可能なもの

は少ない。瓦器椀・小皿は和泉系が出上している。

SK1309

J・ K-28・ 29、 楕円形状の上坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思

われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。
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出土遺物 (第49図 )

出土遺物は土師質土器杯・皿の他、瓦器・輸入陶磁器など雑多であるが、いずれも小片であり、実測

可能なものは少ない。瓦器は和泉系の椀・小皿が出上している。時期的には尾上分類のⅡ-3～ Ⅲ-1

期に収まるものと思われる。土師質土器は杯・皿・小皿が出上している。完形品はない。底部の切り離

しは回転糸切 りである。

SK1310

F-13・ 14、 楕円形状の土坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われ

る。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第50図 )

出土遺物は土師質土器杯・皿の他、瓦器・瓦質土器などがある。いずれも小片であり、実測可能なも

のは少ない。瓦器は和泉系の椀・小皿が出土している。時期的には尾上分類のⅡ-3～ Ⅲ-1期 に収ま

るものと思われる。 1は土師質土器の小皿である。底部の切り離しは回転糸切 りである。 2は瓦質土器

鉢である。

SK1311

F-13・ 14、 楕円形状の上坑。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われ

る。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第50図 )

出土遺物は土師器・土師質土器杯・皿の他、瓦器・瓦質土器など雑多である。いずれも小片であり、

実測可能なものは少ない。瓦器は和泉系の椀 。小皿が出上している。時期的には尾上分類のⅡ-3～ Ⅲ

-1期に収まるものと思われる。土師器・土師質土器の底部の切り離しは回転ヘラ切りと回転糸切 りが

混在している。

SK1312

D-17、 円形の土坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄土坑 (整地

層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第50図 )

出土遺物は土師質土器・須恵質土器などがみられるが、いずれも小片であり、実測可能なものは少な

い。21は土師質土器杯である。器壁は薄く、体部は直線的に外上方に延びる。

SK1315

F・ G-11、 円形状の上坑。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われる。

出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。
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出土遺物 (第 50図 )

出土遺物は土師質土器杯・皿の他、瓦器 。瓦質土器などがみられるが、いずれも小片であり、実測可

能なものは少ない。22は土師質土器杯である。器壁は薄く、体部は直線的に外上方に延びる。

SK1317

F'G-11、 四角形状の上坑。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われ

る。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第50図 )

出土遺物は土師質土器杯・皿の他、瓦器・瓦質土器などがみられるが、いずれも小片であり、実測可

能なものは少ない。

SK1318

F・ G―■、四角形状の上坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われ

る。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第 51図 )

出土遺物は土師質土器杯・皿の他、瓦器・輸入磁器などがみられるが、いずれも小片であり、実測可

能なものは少ない。 1は 白磁の碗である。 2は土師質土器の杯である。底部の切 り離しは回転糸切りで

ある。 3は和泉系の瓦器椀である。時期的には尾上分類のⅢ-1期に収まるものと思われる。

SK1320

F・ G-16・ 17、 四角形状の上坑。坦土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思

われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第 51図 )

出土遺物は土師質土器杯・皿の他、瓦器など雑多である。いずれも小片であり、実測可能なものは少

ない。瓦器は和泉系の椀・小皿が出上している。時期的には尾上分類のⅢ-1期 に収まるものと思われ

る。土師質土器杯・皿の底部の切 り離しは回転ヘラ切りと回転糸切りがみられる。

出土遺物 SK1323

F'G-17・ 18、 四角形状の土坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思

われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第51図 )

出土遺物は土師質土器杯・皿・鍋 。釜類の他、瓦器など雑多である。いずれも刀ヽ片であり、実測可能

なものは少ない。 9は土師質土器の鋼である。
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SK1324

F-8(F'G-17・ 18)、 四角形状の上坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)で
あると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第 51図 )

出土遺物は土師質土器杯・皿・鍋・釜類の他、瓦器などがみられる。いずれも小片であり、実測可能

なものは少ない。10は土師質土器の椀、11は土師質土器の鍋である。

SK1326

F・ G-17・ 18、 楕円形状の土坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思

われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第 51図 )

出土遣物は土師質土器杯・皿類の他、瓦器などがみられる。いずれも小片であり、実測可能なものは

少ない。瓦器は和泉系の椀・小皿が出上している。時期的には尾上分類のコー3～ Ⅲ-1期 に収まるも
のと思われる。土師質土器杯・皿の底部の切り離しは回転糸切りである。

SK1327

F・ G-17。 18、 四角形状の上坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思

われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第 51図 )

出土遺物は土師質土器杯・皿の他、瓦器・瓦質土器など雑多である。いずれも小片であり、実測可能

なものは少ない。土師質土器の杯 。皿の底部の切り離しは回転ヘラ切りと回転糸切 りがある。

SK1328

F・ G-17・ 18、 四角形状の上坑。埋土は礫 。土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思

われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第51図 )

出土遺物は土師質土器杯・皿の他、瓦器・瓦質土器など雑多である。いずれも小片であり、実測可能

なものは少ない。21は土師器の高杯脚部である。

SK1330

F・ G-16～ 18、 四角形状の上坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思

われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。
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出土遺物 (第52図 )

出土遺物は土師質土器杯・皿類の他、瓦器などがみられる。いずれも小片であり、実測可能なものは

少ない。瓦器は和泉系の椀・小皿が出上している。時期的には尾上分類のⅡ-3～ Ⅲ-1期 に収まるも

のと思われる。土師質土器杯・皿の底部の切 り離しは回転糸切りである。

出土遺物 SK1336

E-17・ 18、 四角形状の土坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われ

る。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第52図 )

出土遺物は土師質土器椀・杯・皿類の他、瓦器 。輸入磁器などがみられる。いずれも小片であり、実

測可能なものは少ない。瓦器は和泉系の椀・小皿が出上している。時期的には尾上分類のコー3～ Ⅲ―

1期 に収まるものと思われる。土師質土器の杯・皿の底部の切り離しは回転ヘラ切 りと回転糸切りがみ

られる。

SK1338

D・ E-16。 17、 四角形状の上坑。埋土は礫・土器片が多 く混 じる。廃棄土坑 (整地層)であると思

われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第52図 )

出土遺物は土師質土器・杯・皿類の他、須恵質土器、瓦器・輸入磁器などがみられる。いずれも小片

であり、実測可能なものは少ない。土師質土器の杯・皿の底部の切り離しは回転糸切りである。

SK1340

D～ F-16・ 17、 円形状の上坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思わ

れる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第52図 )

出土遺物は土師質土器・杯・皿類の他、須恵質土器、瓦器などがみられるが、いずれも小片であり、

実測可能なものは少ない。17は土師質土器の小皿である。底部の切り離しは回転糸切 りである。18は泥

岩の砥石である。方柱状を呈し、 4面を使用している。

SK1343

G-18・ 19、 四角形状の土坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄土

坑 (整地層)であると思われる。出土遺物などから、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第 52図 )

出土遺物は土師質土器・土師器の杯・皿類、須恵質土器、瓦器、瓦などが出土している。いずれも小
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片であり、実測可能なものは少ない。

SK1344

E-18。 19、 不定形の上坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑

(整地層)であると思われる。出土遺物などから、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第53図 )

出土遺物は土師質土器・土師器の杯 。皿・小皿の他、瓦器・黒色土器などがみられる。いずれも小片

であり、実測可能なものは少ない。黒色土器はA類の椀が出上している。土師器の杯・皿類の底部の

切 り離しは回転ヘラ切りである。瓦器は和泉系の椀である。土師質土器の杯は形態的には体部が直立気

味に上方に延びるものが主体となっている。底部の切 り離しは回転糸切りである。

SK1349

F-10、 四角形状の土坑。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われる。

出土遺物などから、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第 53図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿・小皿の他、瓦器などがみられる。いずれも小片であり、実測可能な

ものは 1点のみである。10は土師質土器の鍋で、口縁部は外反する。

SK1350

F-18。 19、 円形状の上坑。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われる。

出土遺物などから、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第53図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿・小皿の他、瓦器などがみられるが、いずれも小片であり、実測可能

なものは 2点のみである。12は西村系と思われる須恵質の椀である。体部内外面に丁寧にヘラミガキが

施される。

SK1353

F・ G-16。 17、 四角形状の上坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思

われる。出土遺物などから、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第53図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿・小皿の他、瓦器などがみられる。いずれも小片であり、実測可能な

ものは 2点のみである。13は土師質土器の小皿で、底部の切り離しは回転ヘラ切りである。14は土師質

土器の鍋である。
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SK1354

G-14・ 15、 四角形状の上坑。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われ

る。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第M図 )

出土遺物は土師質土器・土師器杯・皿の他、黒色土器・瓦器 。輸入陶磁器など雑多である。瓦器は椀・

皿・鉢が出上している。完形品はなく、いずれも小片である。椀・皿はほとんどが和泉系であり、時期
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的には尾上分類のⅡ-3～ Ⅲ-1期に収まるものと思われる。

土師質土器は杯・皿・小皿が出土している。完形品はない。底部の切 り離しは回転糸切 りと回転ヘラ

切りが混在する。形態的には体部が直立気味に上方に延びるものが主体となっている。土師質土器の中

には体部が屈曲する吉備系と思われるものもみられる。

輸入陶磁器は白磁 。青磁が出土している。碗類が多いが、いずれも小片のため、全体のわかるものは

少ない。

17は土師質の特異な形をした土製品である。土師質土器の杯形の底部を貼 り合わせた後、中央部を穿

孔して焼成している。器種・用途は不明であるが、中央の穿孔に軸を通して、回転する台 (ロ クロ 。型)

として使用した可能性も考えられる。
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SP(小穴・柱穴)

1000基を超えるSPが出上しているが、構築物とし―ての並びとして捉えられるものは少ない。また遺

物も土師質土器等の細片は混じるものの、器形 ,時期の判別するものも少ない。

SP1215(第55図 )

調査区中央部、U-48グリツドで検出された

ピットである。平面形状は、ほぼ円形を呈し、

深さは30cllaである。ピット基底部からは、和鏡

(菊花 (散)双鳥 (雀)鏡)が出土した。

建物の廃絶に伴う地鎮等の祭祀行為が行われ

たものと考えられ、柱を抜き取つた後、埋納し

たものであると推測される。しかしながら、建

物跡として明瞭に認識可能なsP群 はみられ

ず、構築物あるいはそれに関連するものの復元

は困難である。|

ピット内からは鏡の他には出土遺物はなかつ

た。埋納に際し、箱などの容器あるいは1布など

で梱包されていた可能性は高いと考えられる

が、土層および鏡表面の観察からは、その痕跡

は確認できなかった。

一
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３
．
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1オ リーブ褐色2.5Y4β砂質土(マ ンガン粒子3%)
2オ リーブ掲色2.SY4/4TB7N質 土
3オ リーブ掲色2.5Y4/3砂 質土
4オ ウーブ褐笠 .5Y4/3砂質土(上器片l φl～3mmの

5オ リーブ褐色2.5Y4/3シ ルト 
炭化物を印 含む。)

6オ リーブ褐色25Y4/3粘性砂質土
0                 50cm

第55図 SP1215平・断面図

出土遺物 (第56図 )

とは青鋼製の和鏡である。円鏡
―
で面径は8.7cm(二 寸)の小型鏡である。重量は98g。 縁高は611H4で

ある。鏡縁は直角式縁で細縁であり、端部は方形状を呈する。鏡背面には「菊花双鳥」の文様が半肉彫

りで表現される。類似例としては香川県八幡宮御神鏡 (明光寺蔵),藤尾八幡神社鏡や草戸千軒町遺跡

SD4455出土鏡 (第42次調査)などがみられる。

界圏は尖線で、外区中央には中線が巡る。外区中線は縄文で6分割される。中線を挟んで、外区には

櫛歯文 (圏帯)が二重に巡り、傍製漠式鏡の特徴をもつ (擬漢式鏡)。

内区は外区よリー段高く、垂直に立ち上がる。界圏に接して、内区外縁にも櫛歯文が巡り、界圏は短

い突線帯により外区中線の縄紋と同様に6分割される。菊花文が不規則に内区全体に散らされ、鉦上方

には向かい合った (接嘴した)双鳥 (雀か)が鋳出される6内区径は6,7cmである。

鉦座は亀形鉦で、甲羅中央に菊花を表す。錘孔は貫通しない。紐孔は7 mm.。 鏡面は四面を呈し、中央

部のくぼみは顕著である。双鳥と対する鉦下方の外区に2カ 所の穿孔がみられ、懸垂鏡とし―て再使用さ

れていたものと考えられる。鏡面には鏡像はみられない。

時期的には14世紀前半、室町時代前半頃のものと思われる。

SP1029

U・ V-58・ 59、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等
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の細片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみ

られ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第57図 )

出土遺物は土師質土器などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。 2は唐津

の砂目皿である。

SP1064(第 57図 )

U-53・ M、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等の細

片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみられ、

室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第57図 )

出土遺物は土師質土器などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

SP1070

U-53・ 54、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等の細

片は混じるものの、器形 。時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみられ、

室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第 57図 )

出土遺物は土師質土器などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。 4は土師

質土器の皿である。底部の切り離しは回転糸切りである。

SPl101

U,V-52、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等の細

片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみられ、

室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第57図 )

出土遺物は土師質土器などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

SP1231

S-49グ リッド、円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等

の細片は混じるものの、器形 。時期の判別するものも少ない。周辺の状況から14世紀前半、室町時代以

降のものと考えられる。

-121-



出土遺物 (第57図 )

6は滑石梨温石である。短冊状を呈し、表裏面に線刻戯画が描かれている。

SP1310

WoX-57・ 58、 長方形状の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土

器等の細片は混じるものの、器形 。時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類

もみられ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第57図 )

出土遺物は土師質土器などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。 7は瀬戸

の天目茶碗である。

SP1338

U・ V-42・ 43、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等

の細片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみ

られ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第57図 )

出土遺物は土師質土器などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。 8は土師

質土器の皿である。底部の切 り離しは回転糸切 りである。

SP1356

U・ V-41・ 42、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等

の細片は混じるものの、器形 。時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみ

られ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第57図 )

出土遺物は土師質土器などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。 9は土師

器の奏である。

SP1408

P・ Q-43、 楕円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等の

細片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみら

れ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第57図 )

出土遺物は土師質土器、土師質土錘などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少な

ヤヽ 。
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SP1411

U・ V-42・ 43、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等

の細片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみ

られ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第 57図 )

出土遺物は土師質土器などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。■は常滑

の奏である。口縁部は上下に拡張する。14世紀前半頃と思われる。

SP1431

Q-39・ 40、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等の細

片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみられ、

室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第 58図 )

出土遺物は土師質土器などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。 1は土師

質土器の皿である。底部の切り離しは回転糸切りである。

SP1449

U・ V-42・ 43、 楕円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器

等の細片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類も

みられ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第58図 )

出土遺物は土師質土器などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。上師質土

器の杯・皿の底部切り離しは回転糸切りである。

SP1450

T・ U-40、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等の細

片は混じるものの、器形 。時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみられ、

室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第58図 )

出土遺物は土師質土器などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。上師質土

器の杯 。皿の底部切り離しは回転糸切りである。

SP1521

RoS-37・ 38、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等
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の細片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遣物には唐津などの陶器類もみ

られ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第58図 )

出土遺物は土師質土器、陶 。磁器片などが散見するが、いずれも小片であり、実沢1可能なものは少な

ヤヽ。

SP1536

R・ S-37・ 38、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等

の細片は混じるものの、器形 。時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみ

られ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第58図 )

出土遺物は土師質土器などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。土師質土

器の杯・皿の底部切り離しは回転糸切 りである。

SP1566

Q・ R-36・ 37、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等

の細片は混じるものの、器形 。時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみ

られ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第58図 )

出土遺物は土師質土器などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。土師質土

器の杯・皿の底部切り離しは回転糸切 りである。

SP1601

P・ Q-34・ 35、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等

の細片は混じるものの、器形 。時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみ

られ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第58図 )

出土遺物は土師質土器、輸入磁器などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

5は同安窯の青磁の皿ある。

SP1606

P-34・ 35、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等の細

片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみられ、

室町時代以降のものと考えられる。
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出土遺物 (第58図 )

出土遺物は土師質土器杯・皿片の他、瓦器などがみられる。いずれも小片であり、実測可能なものは

少ない。瓦器は和泉系および楠葉系の椀が出土している。和泉系の瓦器椀は、時期的には尾上分類のⅢ

-2期に収まるものと思われる。楠葉系の瓦器椀は小片であるが、日縁部内面に沈線が巡り、端部は尖

り気味に収める。楠葉型のⅡ-2期に属するものと思われる。

SP1617

Q・ R-34。 35、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等

の細片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみ

られ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第58図 )

出土遺物は土師質土器などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。土師質土

器の杯・皿の底部切り離しは回転糸切 りである。

SP1620

N-31・ 32、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等の細

片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみられ、

室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第 59図 )

出土遺物は土師質土器などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。土師質土

器の杯・皿の底部切 り離しは回転糸切 りである。

SP1621

0-32、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等の細片は

混じるものの、器形 。時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみられ、室

町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第59図 )

出土遺物は土師質土器などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。 6は土師

質の椀である。体部内面は板ナデで調整される。土師質土器の杯・皿の底部切り離しは回転糸切 りであ

る。

SP1629

0。 P-28・ 29、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等

の細片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみ

られ、室町時代以降のものと考えられる。

一-127-―



出土遺物 (第 59図 )

出土遺物は土師質土器などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。16は土師

質の小皿である。底部切り離しは回転糸切りである。

SP1634

S・ T-37、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等の細

片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみられ、

室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第59図 )

出土遺物は土師質土器などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。17は瀬戸

焼の皿である。

SP1643

N-32、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等の細片は

混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみられ、室

町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第59図 )

出土遺物は土師質土器などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。18は備前

焼の壺である。

SP1644

W・ X-62・ 63、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等

の細片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみ

られ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第 59図 )

出土遺物は土師質土器などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。19は土師

質土器の杯である。体部は直立気味に外上方に廷びる。底部切り離しは回転糸切 りである。

SP1645

N-31,32、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等の細

片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遣物には唐津などの陶器類もみられ、

室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第59図 )

出土遺物は土師質土器の杯 。皿などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。
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土師質土器の底部切り離しは回転糸切りである。

SP1650

0・ P-29。 30、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等

の細片は混じるものの、器形 。時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみ

られ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第59図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

土師質土器の底部切 り離しは回転糸切 りである。

SP1655

0。 P-29・ 30、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等

の細片は混じるものの、器形 。時期の判別するものも少ない。また出土遣物には唐津などの陶器類もみ

られ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第 59図 )

出土遺物は土師質土器などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。26は土師

質の小皿である。底部切 り離しは回転糸切 りである。

SP1658

L～N-29。 30、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等

の細片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみ

られ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第60図 )

出土遣物は土師質土器の杯・皿などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

底部切り離しは回転糸切りである。

SP1689

K・ L-25。 26、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内坦土は土師質土器等

の細片は混じるものの、器形 。時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみ

られ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第60図 )

出土遺物は土師質土器などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。 4は東播

系須恵質土器の片口鉢である。
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SP1813

H・ I-17、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等の細

片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみられ、

室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第60図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

5は和泉系の瓦器椀である。

SP1829

H・ I-16、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等の細

片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみられ、

室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第60図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

SP1859

F'G-11、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等の細

片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみられ、

室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第60図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

7は土師質土器の羽釜である。

SP1888

E・ F-11・ 12、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等

の細片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみ

られ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第60図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

8は和泉系の瓦器椀である。尾上分類のⅡ-3期に属するものと思われる。

SP1890

DoE-11・ 12、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等

の細片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみ

-131-



られ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第60図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

SP1894

DoE-16、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等の細

片は混じるものの、器形 。時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみられ、

室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第60図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

SP1899

E-16、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等の細片は

混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみられ、室

町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第60図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

SP1907

D-17、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等の細片は

混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみられ、室

町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第60図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

SP1917

F・ G-16・ 17、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等

の細片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみ

られ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第60図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。
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SP1929

E・ F-17・ 18、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等

の細片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみ

られ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第60図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

SP1930

E・ F-17。 18、 半円形状の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土

器等の細片は混じるものの、器形 。時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類

もみられ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第60図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

17は土師器の杯である。底部切 り離しは回転ヘラ切りである。

SP1950

F・ G-17・ 18、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等

の細片は混じるものの、器形 。時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみ

られ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第60図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

SP1951

F・ G-17。 18、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等

の細片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみ

られ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第61図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

SP1956

F・ G-17・ 18、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等

の細片は混じるものの、器形 。時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみ

られ、室町時代以降のものと考えられる。
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出土遺物 (第61図 )

出土遣物は土師質土器の杯・皿などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

底部切り離しは回転糸切りである。

SP1962

E-18・ 19、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等の細

片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみられ、

室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第61図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

SP1968

D・ E-16・ 17、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等

の細片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみ

られ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第61図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

4は土師質土器の鍋である。

SP1972

E-13・ 14、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等の細

片は混じるものの、器形 。時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみられ、

室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第61図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

杯・皿類の底部切 り離しは回転糸切 りである。

SP1973

E・ F-12・ 13、 円形の小穴。深度は浅 く断面形は扁平なD字状を呈する。構築物としての並びとし

て捉えられない。遺構内には扁平な結晶片岩の精円礫が充填されていた。礫は長軸が10cm前後の大きさ

のもので揃えられており、計29点の出上であった。何らかの祭祀的な遺構と思われるが、性格は不明で

ある。土師質土器等の細片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ないが、室町時代以降のも

のと考えられる。
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出土遺物 (第61図 )

出土遣物は片岩の扁平楕円礫である。表面には加工痕はみられず、自然礫であると思われる。

SP1974

D・ E-11・ 12、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等

の細片は混じるものの、器形 。時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみ

られ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第61図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

杯・皿類の底部切 り離しは回転糸切りである。

SP1983

0,P-29。 30、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等

の細片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物には唐津などの陶器類もみ

られ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第61図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

杯・皿類は体部が直立気味に外上方に延び、底部切り離しは回転糸切りである。

SP1990

F'G-16・ 17、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等

の細片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物などから、室町時代以降の

ものと考えられる。

出土遺物 (第61図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

16は土師器の皿である。底部切り離しは回転ヘラ切りである。

SP1994

J・ K-23・ 24、 円形の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等

の細片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物などから、室町時代以降の

ものと考えられる。

出土遺物 (第61図 )

出土遣物は土師質土器の杯・皿などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。
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SP1997

G-14～ 17、 精円形状の小穴。構築物としての並びとして捉えられない。遺構内埋土は土師質土器等

の細片は混じるものの、器形・時期の判別するものも少ない。また出土遺物などから、室町時代以降の

ものと考えられる。

出土遺物 (第61図 )

出土遺物は土師質土器の杯 。皿などが散見するが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

18は瓦器椀ある。和泉型瓦器椀の皿-1期であると思われる。
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SX

sxと したものは、約50基を数える。平面プランは不明瞭で、不定形なものが多 くみられる。埋土中

には礫や土器片を多く含み、出土遺物は時期・種類ともに雑多である。廃棄土坑や何らかの人為的痕跡

と思われるが、その性格は断定できないため、SXと しておく。

SX1001

T・ U-58・ 59、 不定形の上坑。坦土は礫・土器片が多く混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思わ

れる。出土遣物には唐津などの陶器類もみられ、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第62図 )

出土遺物は土師質土器などが多数出上しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは 2点のみ

であつた。 1は唐津の砂目皿である。 2は土師質土器釜である。

SX1002

T・ U-58・ 59、 不定形の上坑。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄土坑 (整地層)で あると思わ

れる。出土遺物には唐津などの陶器類もみられ、室HJ時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第62図 )

出土遺物は土師質土器などが多数出土しているが、いずれも小片であり、実波1可能なものは少ない。

SX1003

T・ U-58・ 59、 不定形の上坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄

土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物には唐津などの陶器類もみられ、室町時代以降のものと考

えられる。

出土遺物 (第62図 )

出土遺物は土師質土器などが多数出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは2点のみ

であった。 4は唐津の砂目皿である。 5は表裏面および外縁に使用痕がみられることから、片岩の扁平

な楕円礫を用いた砥石と思われる。

SX1004

U・ V-60・ 61、 不定形の上坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄

土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物には中世陶器類もみられ、室町時代以降のものと考えられ

る。

出土遺物 (第62図 )

出土遺物は土師質土器などが多数出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは 2点のみ

であった。 7は瀬戸の天目茶碗である。 8は東播系須恵質土器の鉢である。
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SX1005

V・ W-41～ 43、 不定形の土坑。平面プランは不明瞭である。坦土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄
土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物には中世陶器類もみられ、室町時代以降のものと考えられ

る。

出土遺物 (第62図 )

出土遺物は土師質土器などが多数出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは3点のみ

であった。 9は土師質土器杯、10は土錘である。11は石つぶてと思われる砂岩の楕円礫である。

SX1007

P～ R-36。 37、 不定形の土坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄

土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物には中世陶器類もみられ、室町時代以降のものと考えられ

る。

出土遺物 (第63図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などが出土している。いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

土師質土器の杯は形態的には体部が直立気味に上方に延びるものが主体となっている。底部の切 り離し

は回転糸切 りである。 1は龍泉窯の青磁碗である。体部外面に蓮弁文が施される。

SX1008

P～ R-32～ 34、 不定形の上坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多 く混 じる。廃棄

土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物には中世陶器類もみられ、室町時代以降のものと考えられ

る。

出土遺物 (第63図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿などが出上している。いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

土師質土器の杯は形態的には体部が直立気味に上方に延びるものが主体となっている。底部の切 り離し

は回転糸切りである。17は陽物形の土製品と思われる。

SX1009

Q-30～ 32、 不定形の土坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄土坑

(整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第63図 )

出土遺物は土師質土器が多数出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは 1点のみであ

つた。18は土師質土器の杯である。底部の切り離しは回転糸切りである。
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SX1012

M-24,25(Q-30～ 32)、 不定形の上坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多く混

じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。
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出土遺物 (第 64・ 65図 )

出土遺物のほとんどが土師質土器の杯である。完形品はなく、いずれも小片である。底部の切 り離し

は回転糸切りである。形態的には体部が直立気味に上方に延びるものが主体となっている。

SX1013

Q-30～ 32、 不定形の土坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫 。土器片が多 く混じる。廃棄土坑

(整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第66～ 68図 )

出土遺物のほとんどが土師質土器の杯である。完形品はなく、いずれも小片である。底部の切 り離し

は回転糸切りである。形態的には合部が直立気味に上方に延びるものが主体となっている。

SX1018

P,Q-29～ 31、 不定形の上坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄

土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物などから、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第69図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿・小皿などが出土している。いずれも小片であり、実測可能なものは

少ない。土師質土器の杯は形態的には体部が直立気味に上方に延びるものが主体となっている。底部の

切り離しは回転糸切りである。

SX1019

N-31・ 32、 不定形の上坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑

(整地層)であると思われる。出土遺物などから、室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第70図 )

出土遺物は土師質土器の杯・皿・小皿・瓦などが出上している。いずれも小片であり、実測可能なも

のは少ない。土師質土器の杯は形態的には体部が直立気味に上方に延びるものが主体となっている。底

部の切り離しは回転糸切りである。瓦は須恵質の平瓦である。表面に布目痕、裏面に縄蒲文がみられる。

SX1021

N・ O-30、 不定形の上坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑

(整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第 70図 )

出土遺物は土師質土器などが多数出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは 1点のみ

である。19は和泉系の瓦器椀である。尾上分類のⅢ-1期 に属するものと思われる。

―-143-―



更≡亘垂墓ン1       2 で≡翌 3

7

7  9
〔三::::::::::][::::::::,を中     FFこ::::::::I:::::::::ケ !2

0

第64図  SX1012出土遺物 1

--144-―

0                               20cm
珪 圭 甥 9



SX1022

K-20。 21(N・ O-28・ 29)、 不定形の上坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多く

混じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第70図 )

出土遺物は土師質土器などが多数出上しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは2点のみ

である。20は土師質土器の椀高台、21は杯である。

SX1029

G・ H-16・ 17(I～ K-24～ 26)、 不定形の上坑。

く混 じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われる。

平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多

出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。
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出土遺物 (第71図 )

出土遺物は土師質土器杯・皿の他、土錘・瓦器・輸入陶磁器など雑多である。瓦器は和泉系の小皿が

出土している。時期的には尾上分類のⅡ-3～ Ⅲ-1期 に収まるものと思われる。土師質土器は杯・皿・

小皿が出土している。完形品はない。底部の切り離しは回転糸切 りと回転ヘラ切りが混在する。形態的

には体部が直立気味に上方に延びるものが主体となっている。輸入陶磁器は白磁・青磁の碗が出土して

いる。小片のため、全体のわかるものは少ない。

SX1030

1。 J-25'26、 不定形の土坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄土

坑 (整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第71図 )

出土遣物は土師質土器など多数出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。13

は大形の管状土錘である。
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SX1032

L-22・ 23、 不定形の上坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑

(整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第71図 )

出土遺物は土師質土器など多数出上しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは管状土錘 1

点のみである。

SX1034

FoG-16。 17、 不定形の土坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多 く混 じる。廃棄

土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第72～ 74図 )

出土遺物は土師質土器杯・皿の他、土錘・瓦器・輸入陶磁器など雑多である。

瓦器は椀・皿・鉢が出上している。完形品はなく、いずれも小片である。椀・皿はほとんどが和泉系
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であり、時期的には尾上分類のⅡ-3～ Ⅲ-1期に収まるものと思われる。
土師質土器は杯・皿・小皿が出上している。完形品はない。底部の切り離しは回転糸切 りと回転ヘラ

切 りが混在する。形態的には体部が直立気味に上方に延びるものが主体となっている。

輸入陶磁器は白磁・青磁が出土している。碗類が多いがいずれも小片のため、全体のわかるものは少

ない。

SX1035

E～ G-16。 17、 不定形の上坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄

土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第 75図 )

出土遺物は土師質土器・瓦器などが出土しているが、完形品はない。土師質土器は杯・皿・小皿・椀

が出土している。杯・皿類の底部の切 り離しは回転糸切りである。形態的には体部が直立気味に上方に

延びるものが主体となっている。 1は吉備系の椀と思われる。白色を呈し、体部外面がやや屈曲する。

瓦器は椀・皿・鉢が出土している。完形品はなく、いずれも小片である。椀・皿はほとんどが和泉系

であり、時期的には尾上分類のⅡ-3～ Ⅲ-1期に収まるものと思われる。

輸入陶磁器は白磁・青磁が出土している。碗類が多くみられるが、いずれも小片のため、全体のわか

るものは少ない。

SX1036

Q-30～ 32、 不定形の土坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄土坑

(整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第 76図 )

出土遺物は土師質土器が多数出上しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは2点のみであ

った。 1は土師質土器の杯、 2は皿である。底部の切 り離しは回転糸切りである。

SX1037

C～ E-12・ 13、 不定形の上坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄

土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第76図 )

出土遺物は土師質土器・瓦器が多数出上しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

瓦器は椀・皿・鉢が出上している。完形品はなく、いずれも小片である。椀・皿はほとんどが和泉系で

あり、時期的には尾上分類のⅡ-3～ Ⅲ-1期 に収まるものと思われる。17は瓦質土器の鉢である。内

外面を密にヘラミガキが施される。

土師質土器は杯・皿・小皿が出土している。完形品はない。底部の切 り離しは回転糸切 りと回転ヘラ

切りが混在する。
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SX1038

D・ E-12・ 13、 不定形の土坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄

土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第77図 )

出土遺物は土師質土器が多数出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは 2点のみであ

った。 1は土師器小皿である。底部の切 り離しは回転ヘラ切 りである。

SX1039

E・ F-12・ 13、 不定形の土坑。平面プランは不明瞭である。坦土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄

土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第77図 )

出土遺物は土師質土器等が多数出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。 3

は須恵質土器の董底部と思われる。4は東播系と思われる須恵質の鉢である。口縁端部の肥厚は小さく、

四角く収める。

SX1040

M～ O-30～ 32、 不定形の上坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄

土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第77図 )

出土遺物は土師質土器杯・皿・釜・鍋の他、瓦器・黒色土器などが出土しているが、いずれも小片で

ある。土師質土器の杯・皿類の底部の切り離しは回転糸切りである。14は瓦器椀と思われるが、須恵質

の硬質な焼成となっている。外面はヨコナデによる段が目立ち、在地あるいは西村系の椀であると思わ

れる。17は石鍋転用と思われる滑石製の温石である。外面は基痕が顕著である。

SX1041

D～F-16・ 17、 不定形の土坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄

土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第77図 )

出土遺物は土師質土器・瓦器などが出土しているが、いずれも小片であり、実浪I可能なものは少ない。

19,20は和泉系の瓦器小皿である。

SX1042

E・ F-12・ 13、 不定形の土坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄

土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。
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出土遺物 (第78図 )

出土遺物は土師質土器・瓦器などが出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。

土師質土器は杯・皿類が出土している。底部の切り離しは回転糸切 りと回転ヘラ切 りがみられる。

SX1043

E・ F-16・ 17、 不定形の上坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多 く混じる。廃棄

土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第78図 )

出土遺物は土師質土器・瓦器 。輸入磁器などが出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なも

のは少ない。上師質土器は杯・皿類の底部の切り離しは回転糸切りと回転ヘラ切 りがみられる。瓦器は

和泉系の搬入品である。

SX1045

G・ H-14～ 17、 不定形の上坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多く混じる。廃棄

土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第79図 )

出土遺物は土師質土器・瓦器・輸入磁器などが出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なも

のは少ない。土師質土器は小皿類が目立つ。底部の切 り離しは回転糸切 りである。

SX1046

P・ Q・ R-29～ 31)、 不定形の上坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多 く混じる。

廃棄土坑 (整地層)であると思われる。出土遺物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第79図 )

出土遺物は土師質土器杯・皿類が多いが、いずれも小片である。土師質土器の杯・皿類の底部の切り

離しは回転糸切 りである。形態的には体部が直立気味に上方に延びるものが主体となっている。

SX1047

M・ N-23(Q・ R-30。 31)、 不定形の上坑。平面プランは不明瞭である。埋土は礫・土器片が多 く混

じる。廃棄土坑 (整地層)であると思われる。出土遣物から室町時代以降のものと考えられる。

出土遺物 (第79図 )

土師質土器・瓦器などが出土しているが、いずれも小片であり、実測可能なものは少ない。37は和泉

系の瓦器小皿である。
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